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�広報たけた  平成20年10月号

　竹田市では、10月6日からケーブルネットワーク加入推進説明会を市内全域で開催します。説明
会では、防災無線に代わり新たに設置する音声告知端末機やテレビ放送サービス・インターネッ
トサービス等の内容、加入の方法、初期費用や使用料などの説明を行いますので、全世帯の参加
をお願いします。

◎説明会に出席できなかった方および自治会に所属
していない方について

　各地区の説明会のほか、下表のとおり説明会を開催しま
すのでご参加ください。

◎その他の地区にお住まいの方へ
　その他の地区の説明会の開催時期と広報
たけたの掲載月は、下表のとおりです。

地区 月　　日 時　　間 場　　　所
久　住 11月11日㈫ 10:00～12:00 久住公民館(機能回復訓練室)
白　丹 11月11日㈫ 14:00～16:00 白丹公民館(和室)
都　野 11月12日㈬ 10:00～12:00 都野公民館(和室)
長　湯 11月12日㈬ 14:00～16:00 総合支所(大会議室)
下竹田 11月13日㈭ 10:00～12:00 山村交流センター

荻 11月21日㈮ 10:00～12:00 荻公民館(中会議室)

地域 地区 開催時期 掲載月

竹田

竹田 11月20日 ～ 12月  8日 11
岡本 12月12日 ～ 12月18日 12
明治 12月18日 ～ 12月25日 12
豊岡 12月12日 ～ 12月22日 12
玉来 11月14日 ～ 12月10日 11･12
松本 12月  4日 ～ 12月12日 11･12
入田 12月  3日 ～ 12月11日 11･12
嫗岳 12月  3日 ～ 12月  8日 11
宮砥 11月25日 ～ 12月  1日 11
菅生 11月27日 ～ 12月  9日 11･12
宮城 10月31日 ～ 11月10日 11
城原 11月11日 ～ 11月21日 11

荻 荻 11月  4日 ～ 11月12日 11
柏原 11月13日 ～ 11月19日 11

アパートなどの集合住宅の所有者の方へ
　先月（９月）号でもお知らせしましたが、アパートなどの集合住宅では、所有者が一括して加入できる制度
を設けています。集合住宅の所有者の方を対象に、次のとおり説明会を開催しますのでぜひご出席ください。
　日時　10月15日㈬　10:00～11:30　　場所　竹田市役所３階会議室

多チャンネル放送サービス、インターネットサービスについて
　多チャンネル放送サービスとインターネットサービスは、大分ケーブルテレコム㈱（以下ＯＣＴ）のサービ
スです。詳しい内容については、加入推進説明会でお知らせします。
◎多チャンネル放送サービスについて（※市のテレビ放送サービスへの加入が必要です。）
　①初期費用（ＳＴＢ設置費用）

標準工事費（1台毎） 6,300円

　②月額利用料（※ＮＨＫ受信料は含まれておりません。）
プラン

内容

STB竹田市プラン 1,890円
（＋市基本使用料1,400円）

STBベーシックプラン 3,360円
（＋市基本使用料1,400円）

STBプレミアムプラン 3,885円
（＋市基本使用料1,400円）

ＢＳ放送 10チャンネル 10チャンネル 10チャンネル

ＣＳ放送 5チャンネル（HD=高解像度画質）
4チャンネル（SD=標準画質） 32チャンネル（SD） 47チャンネル（SD）

◎インターネットサービスについて（※市のテレビ放送サービスへの加入が必要です。）
　①初期費用

手数料・標準工事費 無　料※ ※配線や設定を希望される場合は、有料（6,300 円～）となります。

②月額利用料（プロバイダー（ＯＣＴ）料金込みのつなぎ放題の価格です）
プラン 通信速度（ベストエフォート） 月額利用料 ※月額利用料に含まれるもの

・メールアドレス5個　・ホームページ容量30MB
・メールサーバ容量10MB　・メールウイルスチェック
・マカフィーセキュリティーサービス
・ＷＥＢフィルタリングサービス
・＠ＮｅｔＨｏｍｅコンテンツサービス

ハ イ パ ー 100 プ ラ ン 100 Mbps 5,250 円
ハ イ パ ー 30 プ ラ ン 30 Mbps 4,410 円
ス ー パ ー プ ラ ン 10 Mbps 3,780 円
ブロードバンドプラン 2 Mbps 2,835 円

●お問い合せ　企画情報課　情報化推進係　☎ 6 3 - 4 8 0 1

光ファイバを電柱に架けるため、電柱の調査を行って
います。市民の皆さんのご理解、ご協力をお願いします。
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ケーブルネットワーク特集第�5回

ケーブルネットワーク加入推進説明会を開催します！
日　程

　10月6日から11月中旬に加入推進説明会が開催される地区は、久住・白丹・都野・長湯・下竹田・宮城・
荻地区です。

【　久　住　地　域　】　　　時間＝１９：３０～２１：００
地区 月　日 場　　所 対象自治会名

久
　
　
　
　
　
　
住

10月６日 ㈪ 久住公民館 本町、田向町
今村センター 今村、加良登

10月７日 ㈫ 久住公民館 下町、道園、阿蔵野、阿蔵野
東、室、新妍住宅

境川生活改善センター 境川､加生島

10月14日 ㈫ 青柳自治会公民館 青柳
平木公民館 平木

10月15日 ㈬ 建宮生活改善センター 建宮、仲村
山中生活改善センター 山中

10月16日 ㈭ 神馬生活改善センター 神馬
牧の元集会所 牧の元、畜産試験場

10月17日 ㈮ 久住公民館 田向住宅、桐迫住宅、新町、
新町住宅、杉小野、飛森

白
　
　
　
　
丹

10月10日 ㈮ 宮原山村活性化支援センター 宮原
白丹町公民館 巣原、白丹町

10月17日 ㈮ 丸山生活改善センター 丸山、添ヶ迫
10月20日 ㈪ 寺原公民館 寺原、陽谷
10月21日 ㈫ 荻の迫生活改善センター 荻の迫
10月22日 ㈬ 米賀生活改善センター 米賀、尾登
10月23日 ㈭ 添ヶ津留公民館 添ヶ津留
10月24日 ㈮ 稲葉公民館 稲葉、南稲葉、鷹の巣、梅の木
10月27日 ㈪ 後山生活改善センター 後山

10月28日 ㈫ 白丹公民館
仲原、中通、杉の原、瀬戸、
東小路、西小路、仲原住宅、
白丹住宅

都
　
　
　
　
　
　
　
　
　
野

10月８日 ㈬ 小倉多目的集会所 小倉、小倉峠、まほろばの丘
老野公民館 老野、塔立

10月20日 ㈪ 古屋敷公民館 柚木、峰越

10月21日 ㈫ 古屋敷公民館 古屋敷、八山、山路、四ツ口、
向岳

10月22日 ㈬ 栢木センター 栢木、馬場
10月23日 ㈭ 古市公民館 古市、冷川

10月24日 ㈮ 都野公民館和室 池 の 口 、 千 人 塚 、 千 人 塚 本
町・栄町・中央・新町

10月27日 ㈪ 仏原生活改善センター 仏原、須崎
10月28日 ㈫ 石田公民館 石田

10月29日 ㈬ 市集会所 市
有氏集会所 有氏、湯の上

10月30日 ㈭ 岳麓寺センター 岳麓寺、板切
七里田温泉館 七里田、塔の原

10月31日 ㈮ 向原生活改善センター 向原、小柳
石原生活改善センター 石原、六反原

11月４日 ㈫ 都野公民館和室 池の口住宅、広内、さくら住宅

【　直　入　地　域　】　　　時間＝１９：３０～２１：００
地区 月　日 場　　所 対象自治会名

長
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
湯

10月８日 ㈬
上野公民館 上野、南原、四ツ口
神堤公民館 神堤

10月９日 ㈭

下迫公民館 下迫
久保生活改善センター 久保
仲村集会所 仲村
柚柑子公民館 柚柑子、日向

10月10日 ㈮
社家コミュニティセンター 社家、下社家
沢水公民館 沢水、辻

10月14日 ㈫
筒井公民館 筒井、長野
栃原公民館 栃原、日向塚

10月15日 ㈬
高齢者コミュニティセンター 桑畑上･中･下、花立、

芹川団地
新田公民館 新田

10月16日 ㈭
下河原公民館 下河原、原
東原公民館 東原

10月17日 ㈮ 冬田生活改善センター 冬田

10月20日 ㈪
直入保健福祉センター(会議室) 南、スカイビュー
湯の郷ふれあい館(観光案内所) 大和町、尚栄町、新栄町

10月21日 ㈫ 湯の郷ふれあい館(観光案内所) 本町、上町、御前湯
10月22日 ㈬ 湯の郷ふれあい館(観光案内所) 天神町、長生湯
10月23日 ㈭ 湯の郷ふれあい館(観光案内所) 丸山、山脇、元町

10月30日 ㈭ 直入公民館視聴覚室 芋迫、南ケ代、湯の香、
ドイツ村、孝寿ﾊｲﾂ

下
　
　
　
　
竹
　
　
　
　
田

10月17日 ㈮ 釘小野公民館 釘小野、山中
10月21日 ㈫ 原口公民館 原口、神の原
10月22日 ㈬ 名子山改善センター 名子山
10月23日 ㈭ 城後公民館 城後

10月24日 ㈮
梶屋改善センター 梶屋、二又
仲村公民館 仲村、草深

10月27日 ㈪
橘木公民館 橘木
山浦公民館 山浦

10月28日 ㈫
小津留公民館 小津留
飛竜野公民館 飛竜野、芹川

10月29日 ㈬
塩手公民館 塩手
藤目公民館 藤目

10月30日 ㈭ 須郷地区集会所 須郷

【　宮　城　地　区　】　　　時間＝１９：００～２０：３０
月　日 場　　所 対象自治会名

10月31日 ㈮
下志土知上区生活改善センター 下志土知上
市用公民館 市用

11月４日 ㈫ 川床公民館 川床下、上川床

11月５日 ㈬
志土知公民館 志土知、川床米納戸
下志土知集会所 下志土知

11月６日 ㈭
刈小野コミュニティセンター 刈小野下、刈小野
古園公民館 古園

11月７日 ㈮
宮城分館 下志土知下、炭竈、

上坂田東、上坂田西
上畑公民館 上畑

11月10日 ㈪
久保公民館 久保
三本松公民館 三本松

【　荻　地　区　】　　　時間＝１９：００～２０：３０
月　日 場　　所 対象自治会名

11月４日 ㈫
荻公民館中会議室 桜町東
馬場公民館 馬場

11月５日 ㈬
荻公民館中会議室 桜町西
荻老人福祉センター（歯科診療所） 桜町南

11月６日 ㈭
桑木多目的集会所 桑木
桜町栄区集会所 桜町栄

11月７日 ㈮
政所自治会公民館 政所
木下公民館 木下

11月10日 ㈪
新藤公民館 新藤
藤渡公民館 藤渡

11月11日 ㈫
高城自治会公民館 高城
南河内公民館 南河内

11月12日 ㈬
恵良原生活改善センター 恵良原
馬背野公民館 馬背野
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　地方公務員法第58条の2及び竹田市人事行政の運営等の状況の公表に関する条例に基づき、平成19年度竹
田市人事行政の運営等の状況について公表します。
　これは、人事行政運営における公正性、透明性を高めるために公表するものです。

１．職員の任免及び職員数に関する状況
⑴　採用と退職の状況

平成19年４月１日現在職員数 退職者 採用者 平成20年４月１日現在職員数
493人 28人 10人 475人

⑵　部門別職員数の状況

部　門
職員数（人） 対前年比

（人）
部　門

職員数（人） 対前年比
（人）19年度 20年度 19年度 20年度

福
祉
関
係
を
除
く
一
般
行
政

議　会 5 5 0
特 

別 

行 

政

教　育 69 59 △10

総　務 90 88 △2 警　察 0 0 0

税　務 19 19 0 消　防 60 60 0

労　働 0 0 0 小　計 129 119 △10

農　水 64 61 △3
公  

営  

企  

業  

等

病　院 0 0 0

商　工 14 14 0 水　道 10 10 0

土　木 34 33 △1 交　通 0 0 0

小　計 226 220 △6 下水道 4 4 0

福
祉
関
係

民　生 68 65 △3 その他 22 23 1

衛　生 34 34 0 小　計 36 37 1

小　計 102 99 △3
総合計 493 475 △18

一般行政計 328 319 △9

⑶　定員管理計画の状況

平成17年
4月1日
職員数

数　値　目　標 増　減　実　績

平成27年
３月31日

職員数

対17年
増減数

対17年
増減率

平成20年
4月1日
職員数

対17年
増減数

対17年
増減率

522人 394人 △128人 △24.5％ 475人 △47人 △9.0％

竹田市人事行政の運営等の
状況について公表します
竹田市人事行政の運営等の
状況について公表します
竹田市人事行政の運営等の
状況について公表します
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２．職員の給与の状況
⑴　人件費の状況（平成19年度普通会計決算）　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：人，千円，％）

区　分
住民基本台帳人口

（平成20年3月31日）
歳出費

Ａ
人件費

Ｂ
職員給与費

Ｃ
人件費率
Ｂ／Ａ

職員給与費率
Ｃ／Ａ

19年度 26,501 16,742,243 4,619,171 3,011,220 27.6 18.0

※ 人件費には、特別職等に含まれる給与・報酬等を含みます。

⑵　職員の給与費の状況（平成20年度普通会計予算）　　　　　　　　　　　　　　　（単位：人，千円）

区　分 職員数
Ａ

給　　　　与　　　　費
計
Ｂ

1人当り
給与費
Ｂ／Ａ給　料

職　　員　　手　　当
期末・勤勉手当 その他の手当

20年度 461 1,924,045 857,170 295,752 3,076,967 6,675

※1 職員手当には退職手当を含みません。
※2 給与費は当初予算に計上された予算額です。
※3 職員数は当初予算積算の基礎となった人数です。（市長・副市長は含みません。）

⑶　職員の平均給料月額および平均年齢の状況 ⑷　職員の初任給の状況
（平成20年4月1日現在） （平成20年4月1日現在）

区　分 平均給料月額 平均年齢 区　分 初任給 採用後２年経過時

一般行政職 355,000円 45.8歳 大学卒 178,800円 190,300円

技能労務職 373,900円 48.3歳 高校卒 144,500円 157,200円

※ 平成18年4月1日から平成22年3月31日までの間は給料月額について5％の減額措置を実施しています。

⑸　職員の経験年数別、学歴別平均給料月額の状況（平成20年4月1日現在）

区　　　　分 経験年数10年 経験年数15年 経験年数20年
一般行政職 高校卒 220,300円 273,900円 327,200円

※ 経験年数とは、卒業後直ちに採用され引き続き勤務している場合の採用後の年数です。

⑹　級別職員数（一般行政職）の状況（平成20年4月1日現在）
区　分 １級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級 ７級 ８級 計

標準職務 主　事 主　任 主　査 主査等
課長補佐
係　長
副主幹

課　長
課長補佐
係　長
副主幹

部　長
課　長
参　事

部　長 ―

職員数（人） 4 12 65 3 29 136 48 0 297

構成比（％） 1.3 4.0 21.9 1.0 9.8 45.8 16.2 0 100.0

⑺　職員手当の状況
①　期末・勤勉手当（平成20年4月1日現在） ②　退職手当（平成20年4月1日現在）

区　分 期末手当 勤勉手当 勤続年数 自己都合 勧奨・定年

6月期 1.400月分 0.75月分 勤続20年 23.50月分 30.55月分

12月期 1.600月分 0.75月分 勤続25年 33.50月分 41.34月分

役職による加算措置　５～15％ 勤続35年 47.50月分 59.28月分
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③　諸手当

区　　分 項　　　　　　　　目
扶 養 手 当 配偶者、子ども等を扶養している場合に支給。配偶者13,000円、他6,500円～11,000円

住 居 手 当 借家（最高27,000円）、持家（月額2,500円）の区分で支給。

通 勤 手 当 2㎞以上の通勤距離に応じて支給。2,000円～21,450円

管 理 職 手 当 管理職に対して支給。給料月額×役職に応じた割合（３％～５％）

時 間 外 手 当 正規の勤務時間を超えて勤務を命じた場合に支給。

特殊勤務手当 税務職員、ケースワーカー、消防職員、清掃ｾﾝﾀｰ・衛生ｾﾝﾀｰ・浄光園に勤務する職員

⑻　特別職の報酬などの状況（平成20年4月1日）

種　　類 区　　分 給料月額等 実支払月額 期末手当

給　　料
市　長 814,000円 716,320円

  6月期　1.600月分
12月期　1.750月分

副市長 653,000円 600,760円
教育長 585,000円 538,200円

報　　酬
議　長 402,000円 389,940円
副議長 362,000円 351,140円
議　員 340,000円 329,800円

※１　平成18年1月1日から平成21年3月31日までの間は、市長12％、副市長8％、教育長8％の減額措置を
実施しています。

※２　平成18年4月1日から平成21年3月31日までの間は、議長・副議長・議員それぞれ3％の減額措置を実
施しています。

３．職員の勤務時間および休暇等の状況
⑴　勤務時間の状況

１週間の勤務時間 開始時刻 終了時刻 休憩時間 週休日
38.75時間 午前8時30分 午後５時 午後0時15分～午後1時 土曜日・日曜日

※ 平成20年４月から正午～午後0時15分まで設けていた休息時間を廃止しました。

⑵　休暇等の状況

種　　類 概　　　　　　　　要 取得状況

年次有給休暇
暦年により20日付与。20日を超えない範囲内の残日数を翌年に繰り越すこと
ができる。

8.7日／年

介 護 休 暇
介護を最低2週間以上必要とし、同一の継続する状態ごとに連続する６月の
期間内（無給休暇）

0人

育 児 休 業 子が３歳に達する日までの期間（無給休暇） 女性２人

※1 取得状況は、平成19年１月１日～平成19年12月31日の暦年での取得状況です。
※2 上記の休暇以外に公務災害休暇、病気休暇及び特別休暇等があります。
※3 育児休業は、平成19年度中に新たに育児休業を取得した人数です。

４．職員の分限および懲戒処分の状況（平成19年度）
分　限　処　分　（人） 懲　戒　処　分　（人）

免　職 降　任 降　給 休　職 計 免　職 停　職 減　給 戒　告 計

0 0 0 3 3 0 0 1 0 1
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５．職員の服務の状況
　全ての職員は、「全体の奉仕者」として公共の利益のために勤務し、職務遂行にあたっては全力で奉仕し
なければなりません。この服務の基本原則を忠実に実行するため、地方公務員法の規定により、次の義務が
課せられています。
　○法令等及び上司の命令に従う義務　○信用失墜行為の禁止　○秘密を守る義務　○職務に専念する義務
　○政治的行為の制限　○争議行為等の禁止　○営利企業等の従事制限

６．職員の研修の状況
研修名 内　　　　　　　容

一般研修
竹田セミナー、職場研修、人権教育研修、メンタルヘルス講習会、課長研修、中堅職員研
修、新採用職員研修、政策研修、公務員倫理研修ほか

専門研修
法制実務研修、財務実務研修、情報公開・個人情報保護法研修、条例等立案改廃研修、税務
関係各種研修ほか

特別研修
電話応対＆ビジネスマナー・接遇研修、市町村幹部セミナー、公務員倫理研修指導者養成研
修、危機管理能力研修ほか

７．その他
⑴　公平委員会業務の状況（平成19年度）
①　勤務条件に関する措置の要求の状況 ②不利益処分に関する不服申立ての状況

措置要求件数 不服申立て件数

終結件数 終結件数

1 1 0 －

福利厚生事業の状況の概要（平成19年度）
　竹田市では､地方公務員法第42条の厚生福利制度に基づき､職員の福利厚生事業を実施しています。人事行
政運営等の状況の公表の一環として福利厚生事業の実施状況等の概要をお知らせします。
　《参考》地方公共団体は、職員の保健、元気回復その他厚生に関する事項について計画を樹立し、これを

実施しなければならない。〔地方公務員法第42条〕

１．職員互助会の運営状況（平成19年度）
団体名 会員数 市補助金 公費率 主な事業

竹田市職員共済会 496人 3,681千円 26.1％ 給付事業、文化厚生事業、普及事業

※公費率＝公費／（公費＋会員掛金）

２．健康管理事業の状況（平成19年度） ３．公務災害補償の状況（平成19年度）
項　目 内　　　　　容

加入団体 認定
件数 災害の内容

定期健康診断 基本検査（496人）

各種がん検診 前立腺がん（157人・50歳以上男）
乳がん（68人・40歳以上女） 地方公務員

災害補償基金
大分県支部

０件 公務上の負傷
その他 脳疾患検査（66人・45歳50歳55歳58歳）

HCV抗体検査（85人・20歳以上5歳刻み）
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月日 メニュー　＆　テーマ 時　間 場　所 講　師　・　料　金

10
月
25
日
㈯

●郷土料理研究会 ｢朝 café｣
　「竹田は朝食と朝カフェの街になる ?!」   7:00 ～   9:00 志　保　屋 講師　本山秀樹氏

　　　（食育ネット代表）

☆「八幡山楽市楽座」開催！ 10:00 ～ 15:00 Ｎ Ｔ Ｔ 竹 田
営業所駐車場

●交流店舗拠点づくり研究会
　「ヒト・モノ・情報を集める仕組みづくり。」 10:00 ～ 12:00

むらさき草

講師　㈶日本交通公社

●田楽火鉢研究会
　「田楽火鉢を再生し、復活する。」 10:00 ～ 13:00 講師　早川和氏、佐藤昭次氏

☆甘酒づくり体験 11:00 ～ 12:00 参加無料

◎食育講演会＆産品商談会
　「チャンス！」 13:00 ～ 15:30 講師　本山秀樹氏

　　　（食育ネット代表）

☆椎茸の駒打ち体験 14:00 ～ 15:00 体験・材料代　1,000 円

☆味噌玉づくり体験 15:00 ～ 15:40 体験料　100 円

☆甘酒づくり体験 16:00 ～ 17:00 参加無料

●発酵商店街＆どぶろく研究会
　「こうじ文化、どぶろく文化を味わう。」 16:00 ～ 18:00 講師　本山秀樹氏

　　　（食育ネット代表）

10
月
26
日
㈰

●田楽火鉢研究会実技研修   9:00 ～ 12:00 民 芸 の 里 講師　早川和氏、佐藤昭次氏

☆甘酒づくり体験 11:00 ～ 12:00 むらさき草 参加無料

●ステンドグラス体験研究会 12:30 ～ 16:30
ステンド

グラス工房
「四季のうた」

講師　企業組合フォーリーフ
体験料　1,000 円

●観光ガイド・マナー研究会
　「新しい時代の観光ガイドを考える。」   9:30 ～ 16:00

むらさき草

講師　竹田市観光
　　　ツーリズム協会

☆椎茸の駒打ち体験 14:00 ～ 15:00 体験・材料代　1,000 円

☆味噌玉づくり体験 15:00 ～ 15:40 体験料　100 円

☆甘酒づくり体験 16:00 ～ 17:00 参加無料

◎ワインリキュール研究会
　「ワインの名産地竹田をご存知？」 17:00 ～ 19:00 講師　本山秀樹氏

　　　（食育ネット代表）

10
月
27
日
㈪

●商家民泊研究会
　「土蔵や商家が宿に生まれ変わる。」 10:00 ～ 12:00

むらさき草

講師　江副直樹氏
　　　（総合デザインプロデューサー）

☆足湯体験コーナー
11:00 ～ 12:00

参加無料
15:00 ～ 16:00

●野菜・山菜・農産加工研究会
　「加工食品の可能性は、無限大。」 19:00 ～ 21:00 講師　本山秀樹氏

　　　（食育ネット代表）

10
月
28
日
㈫

☆名水飲み比べ体験 11:00 ～ 12:00

むらさき草

参加無料

●薬膳料理研究会
　「ふるさと薬膳とは？山野草茶とは？」 13:00 ～ 15:00 講師　新倉久美子氏

　　　（料理研究家）

☆名水飲み比べ体験 14:00 ～ 15:00 参加無料

●ジュース・ジャム・ソース研究会
　「特産品を活かした
　　　ジュース、ジャムづくり。」

19:00 ～ 21:00
竹田市総合
社 会 福 祉
セ ン タ ー

講師　新倉久美子氏
　　　（料理研究家）

10
月
29
日
㈬

●就職セミナー＆
　合同企業面接会 13:00 ～ 16:00 竹　田　市

文 化 会 館

ジョブカフェおおいた、大分
県中小企業団体中央会の出張
相談会が同時に開催されます。

※●はオープン研究会、☆は体験コーナー、◎は講演会イベント

ここから拓く未来！  竹田市経済活性化促進協議会  ☎ 62-2122   http://taketa-syokuiku.org/
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  食育ツーリズム雇用創出大作戦（新パッケージ事業）

スタートから1年　事業の中間報告会を開催し、新たな参加者を募ります！
大分竹田 食のかたち 旅のかたち展 ～竹田食育ツーリズム中間報告会～

【期間】10月22日㈬～29日㈬　【会場】むらさき草　ほか

期間中、毎日開催！
◇20の公開研究会（オープン研究会）の開催、起業相談コーナーを開設します。むらさき草
◇竹田の安全・安心・新鮮野菜市　9:00 ～ 18:00　むらさき草
　　竹田市アンテナショップの新鮮野菜を販売します。
　　※八幡山楽市楽座開催時はＮＴＴ竹田営業所駐車場にて開催します。
◇ふるさと薬膳「おだまき」in むらさき草　11:00 ～ 14:00　むらさき草
　　新倉久美子先生のプロデュースによるふるさと薬膳料理をメニューとしてレストランを開店します。
　　旬の野菜を活かした日替わりランチ「薬膳ランチ」をぜひご堪能ください。
◇大分竹田の物産展　9:00 ～ 18:00　むらさき草
　　「竹田の冬ギフト」に掲載されている特産物や久住ワイン、直入ドイツワイン、竹田どぶろくなどを

販売します。冬ギフトの注文も受け付けます。

月日 メニュー　＆　テーマ 時　間 場　所 講　師　・　料　金

10
月
22
日
㈬

●オープニングセレモニー   9:00 ～   9:30

むらさき草●周遊型観光研究会
　「竹田ならではの旅のスタイル。」 10:00 ～ 12:00 講師　竹田市観光

　　　ツーリズム協会
☆足湯体験コーナー 11:00 ～ 12:00 参加無料
●ステンドグラス体験研究会
　「芹洋子プロデュース！
　　竹田のステンドグラス。」

13:30 ～ 17:30
ステンド

グラス工房
「四季のうた」

講師　芹　洋子氏

☆足湯体験コーナー 15:00 ～ 16:00 むらさき草 参加無料

10
月
23
日
㈭

●ステンドグラス体験研究会
 「芹洋子プロデュース！
　　竹田のステンドグラス。」

  9:30 ～ 12:00
ステンド

グラス工房
「四季のうた」

講師　芹　洋子氏

☆竹田のジュース試飲会 11:00 ～ 12:00

むらさき草

参加無料
●竹田直入温泉地づくり研究会
　「温泉の楽しさを探り、人材を磨く。」 13:30 ～ 15:30 講師　㈶日本交通公社

●ジュース研究会
　「新鮮素材から多彩なジュースを生み出す。」 13:00 ～ 14:00

講師　“ 地域再生伝道師 ”
　　　　　　斉藤俊幸氏●ジャム・ソース研究会

　「うまい、すごい。50 種類のジャム開発。」 14:00 ～ 15:00

☆竹田のジュース試飲会 15:00 ～ 16:00 参加無料
●アレルギー等対策用品製造研究会
　「安心食材でつくるアレルギー対策食品。」 19:00 ～ 21:00 講師　堀田貴子氏

　　　（食育ネット）

10
月
24
日
㈮

●岡城魅力づくり研究会
　「岡城阯の魅力再発見とこれから。」 10:00 ～ 12:00

むらさき草

講師　㈶日本交通公社

☆名水飲み比べ体験 11:00 ～ 12:00 参加無料
●名水料理研究会
　「名水が育む竹皮弁当、名水御膳。」 13:00 ～ 15:00

☆名水飲み比べ体験 15:00 ～ 16:00 参加無料

日替わりメニュー
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●ご意見・お問い合せ　総務企画部企画情報課まちづくり推進係　☎ 63-4801

　現在、竹田市では民間バス会社の路線廃止の代替措置として、８路線で「竹田市コミュニティバス」の運
行を行っています。市民の皆さんの利便性・経済性を勘案して、10 月１日からこれまでの倉木線と神原線
を廃止し、新たな運行ルートの竹田倉木神原線を運行します。
　竹田市では、今後も地域に根ざした公共交通を実施していきます。市民の皆さんのご理解とご協力をお願
いします。

◎竹田倉木神原線（月・水・金曜日運行）※神原～吉田間は停留所以外でも乗降できます。
■時刻表　 ■運行ルート

停留所名 第 1 便 第 2 便 第 3 便 停留所名 第 1 便 第 2 便
神 原 　 発 8:10 12:10 16:50 竹田市役所　発 11:13 15:53
上 井 手 の 上 8:11 12:11 16:51 竹 田 花 水 月 11:15 15:55
名 子 公 民 館 前 8:15 12:15 16:55 竹 田 駅 11:16 15:56
中 角 入 口 8:16 12:16 16:56 古 町 11:17 15:57
辻 原 8:17 12:17 16:57 本 町 11:18 15:58
あ 祖 母 学 舎 8:21 12:21 17:01 山 川 11:19 15:59
田 井 入 口 8:24 12:24 17:04 山 手 11:21 16:01
倉 木 8:28 12:28 17:08 鳥 越 11:22 16:02
倉 木 公 民 館 前 8:29 12:29 17:09 竹 田 交 通 11:23 16:03
才 神 8:30 12:30 17:10 常 盤 橋 11:24 16:04
農 協 倉 庫 前 8:34 12:34 17:14 堀 切 11:25 16:05
太 田 8:36 12:36 17:16 玉 来 11:26 16:06
雲 出 8:36 12:36 17:16 東 中 11:27 16:07
田 平 8:37 12:37 17:17 玉 来 駅 前 11:27 16:07
長 田 8:38 12:38 17:18 吉 田 11:28 16:08

牧 8:39 12:39 17:19 中 尾 11:29 16:09
神 宮 寺 8:40 12:40 17:20 下 中 尾 11:30 16:10
泉 水 8:42 12:42 17:22 入 田 11:31 16:11
入 田 8:42 12:42 17:22 泉 水 11:31 16:11
下 中 尾 8:43 12:43 17:23 神 宮 寺 11:33 16:13
中 尾 8:44 12:44 17:24 牧 11:34 16:14
吉 田 8:45 12:45 17:25 長 田 11:35 16:15
玉 来 駅 前 8:46 12:46 17:26 田 平 11:36 16:16
東 中 8:46 12:46 17:26 雲 出 11:37 16:17
玉 来 8:47 12:47 17:27 太 田 11:37 16:17
堀 切 8:48 12:48 17:28 農 協 倉 庫 前 11:39 16:19
常 盤 橋 8:49 12:49 17:29 才 神 11:43 16:23
竹 田 交 通 8:50 12:50 17:30 倉 木 公 民 館 前 11:44 16:24
鳥 越 8:51 12:51 17:31 倉 木 11:45 16:25
山 手 8:52 12:52 17:32 田 井 入 口 11:49 16:29
山 川 8:54 12:54 17:34 あ 祖 母 学 舎 11:52 16:32
本 町 8:55 12:55 17:35 辻 原 11:56 16:36
古 町 8:56 12:56 17:36 中 角 入 口 11:57 16:37
竹 田 駅 8:57 12:57 17:37 名 子 公 民 館 前 11:58 16:38
竹 田 花 水 月 8:58 12:58 ― 上 井 手 の 上 12:02 16:42
竹田市役所　着 9:00 13:00 ― 神 原 　 着 12:03 16:43

ふるさと竹田
応援寄附金
ふるさと竹田ふるさと竹田ふるさと竹田ふるさと竹田ふるさと竹田
応援寄附金応援寄附金応援寄附金応援寄附金
ふるさと竹田
応援寄附金

ふるさと竹田への思い　〜ご寄附いただいた方からのメッセージ〜

　ふるさと竹田を離れて大分市に住んで47年近くになります。現在90歳の父親が元気に

１人で玉来に住んでおります。毎週父親に会いに実家に帰り、その際、久住、神原方面な

どともう行くところがないほど出掛けております。

　竹田の出身としては、竹田市の人口が増加することと多くの観光客が常に訪れて市が活

性化することが願いです。更に若者の定住につながる事業の発展に期待しております。

※「ふるさと竹田応援寄附金」は、愛する竹田がいつまでも元気で魅力あるふるさとであり続けるために本市出身
者または本市を愛する方からご寄附等で応援いただく取り組みです。市外の親戚、知人にもご周知をお願いします。

竹田市コミュニティバス　竹田倉木神原線 10月1日運行開始！
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Der Friese spricht　フリース人が語る

ドイツ映画
　ドイツで最近人気を博したドイツ映画は、「カインオアハーゼン（耳なしの兎）」
というロマンチックコメディです。ドイツで 2007 年に映画を鑑賞した全観客の 5
分の 1 は、ドイツ映画を観ています。そして、観客に一番好まれたジャンルは、ファ
ミリー映画とコメディでした。「深刻」なドイツ映画は、人気映画ランキングで大
体下の方です。
　しかし、外国の観客は、ドイツ国内ではあまり人気のない「深刻」な映画ばかり
に関心を抱いています。「善き人のためのソナタ」が「Ｕ・ボート」に次いで世界
的に最も成功した映画となったことがよい例でしょう。
　これに関して「ドイツ史の一部を、大きな情緒性で繋げるドイツ映画は国際的に
人気を得る」「ドラマと違い、ユーモアは非常に国独特なもの。ドイツ・コメディの外国での上映は、興
行的に問題があるし、同様にフランスやイタリアのコメディもドイツではうまく行かない」という映画
製作関係者の説があります。
　「カインオアハーゼン」のようなコメディは、日本で上映やＤＶＤ販売は行われていません。日本で手
に入れられるドイツ映画のほとんどは、重厚なドラマや戦争映画ばかりです。これによって、「いつもしっ
かりしている」「いつでも深刻」「ユーモア不足」等という偏ったドイツ人のイメージを日本人がすでに持っ
ていて、ますます強固になっていくのではと私は恐れています。
　映画が好きな方にご案内したいのは、10 月 18 日から 19 日にかけて開催する「第１回竹田国際映画祭」
です。大分県内に在住する６か国の国際交流員等を解説者として招待し、直入総合支所大会議室で自国
の映画を紹介・議論するイベントです。
　詳細は、本紙の「竹田市のこよみ」または http://eigasai.wordpress.com をご確認ください。
　お問い合せは、国際交流員のゼンケ・グリュッツマハー（直入総合支所商工観光課☎ 75-2214）まで。

国際交流員
ゼンケ・グリュッツマハー

竹
田
市
長　

牧　
　

剛　
尓

　

い
よ
い
よ
国
民
体
育
大
会
が
華
々
し
く
開

幕
し
た
。
こ
の
竹
田
市
に
も
多
く
の
選
手
、

関
係
者
そ
し
て
観
戦
者
が
や
っ
て
き
た
。
特

に
北
京
五
輪
金
メ
ダ
ル
の
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
成

年
女
子
選
手
の
活
躍
が
生
で
見
ら
れ
る
と

あ
っ
て
、
直
入
・
久
住
の
会
場
で
は
か
っ
て

な
い
多
く
の
車
、
人
、
報
道
陣
で
混
雑
し
た
。

　

心
か
ら
の
〝
お
も
て
な
し
〟
も
あ
ま
り
の

人
の
多
さ
に
戸
惑
い
を
隠
せ
な
い
。
そ
れ
で

も
息
を
呑
む
素
晴
ら
し
い
熱
戦
に
十
分
満
足

し
て
い
た
。

　

常
陸
宮
殿
下
・
妃
殿
下
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
遠
く
直
入
の
地
ま
で
お
い
で
い
た
だ
き
、

親
し
く
微
笑
み
か
け
、
ご
観
戦
い
た
だ
け
た
。

…
…
入
稿
時
は
開
会
前
で
多
分
こ
う
で
あ
ろ

う
と
想
像
で
記
し
ま
し
た
。

　

さ
て
３
日
か
ら
は
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー

ル
、
山
岳
の
競
技
が
始
ま
り
ま
す
。
特
に
今

国
体
か
ら
山
岳
は
15
㍍
と
５
㍍
の
い
ず
れ
も

反
り
返
っ
た
壁(

竹
田
高
校
に
常
設)

を
登
る

競
技
に
変
わ
り
ま
し
た
。
見
て
い
て
ハ
ラ
ハ

ラ
ド
キ
ド
キ
、
人
間
の
限
界
に
挑
戦
す
る
選

手
の
勇
姿
を
ぜ
ひ
応
援
し
て
く
だ
さ
い
。

　

い
よ
い
よ
天
高
く
馬
肥
ゆ
る
秋
、
美
味
し

さ
と
メ
タ
ボ
と
秤
に
か
け
て
く
れ
ぐ
れ
も
ご

注
意
を
！

⑱

夢
は
大
き
く 

九
州
・
全
国
へ

　

10
月
21
日
か
ら
佐
賀
市
等
で
開

催
さ
れ
る
第
59
回
日
本
学
校
農
業

ク
ラ
ブ
全
国
大
会
に
、
三
重
総
合

高
校
久
住
校
の
６
名
の
生
徒
が
出

場
す
る
こ
と
に
な
り
、
９
月
17
日
、

市
役
所
を
訪
れ
、
出
場
報
告
を
行

い
ま
し
た
。

　

生
徒
を
代
表
し
て
中
島
耕
平
君

が
「
い
い
報
告
が
出
来
る
よ
う
に

頑
張
っ
て
き
ま
す
。
」
と
意
気
込

み
を
述
べ
ま
し
た
。

◇
出
場
選
手
（
※
敬
称
略
）

・
農
業
鑑
定
畜
産
の
部

　
　

中
島　

耕
平
（
３
年
）

・
農
業
鑑
定
農
業
の
部

　
　

大
津　

美
智
（
２
年
）

・
平
板
測
量
競
技
の
部

　
　

佐
藤　

涼
平
（
１
年
）

　
　

小
林　

謙
三
（　
〃　
）

　
　

三
嶋　

雄
貴
（　
〃　
）
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あ
さ
ひ
ヶ
丘
保
育
園
は
、

周
辺
の
山
々
を
見
渡
せ
、
朝

日
が
き
れ
い
に
見
え
る
高
台

に
あ
り
ま
す
。

　

昭
和
58
年
４
月
１
日
に
あ

さ
ひ
ヶ
丘
保
育
園
と
し
て
ス

タ
ー
ト
し
、
今
年
で
創
立
25

年
目
に
な
り
ま
す
。「
強
く　

た
く
ま
し
く　

の
び
の
び
と
」

を
保
育
の
総
目
標
と
し
、
心

豊
か
な
子
ど
も
た
ち
の
育
成

に
努
力
し
て
い
ま
す
。

　

毎
月
の
行
事
と
し
て
は
、

誕
生
会
、
火
災
・
地
震
の
避

難
訓
練
、
交
通
安
全
教
室
、

身
体
測
定
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

４
・
５
歳
児
は
月
２
回
、
空

手
を
取
り
入
れ
、
一
年
間
休

ま
ず
頑
張
っ
た
子
ど
も
た
ち

に
は
、
卒
園
式
の
日
に
空
手

皆
勤
賞
が
渡
さ
れ
ま
す
。
そ

の
ほ
か
に
も
５
歳
児
は
月
２

回
、
そ
ろ
ば
ん
、
習
字
、
裏

千
家
の
先
生
の
指
導
に
よ
る

茶
道
を
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。

11
月
に
は
野
点
に
出
か
け
、

園
外
で
お
茶
や
お
菓
子
を
い

た
だ
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

そ
し
て
、
卒
園
式
の
日
に
茶

道
修
了
証
書
「
お
し
る
し
」

が
渡
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
０
歳
児
か
ら
５
歳

児
ま
で
漢
字
保
育
を
取
り
入

れ
、
石
井
方
式
に
基
い
た
指

導
を
行
っ
て
い
ま
す
。
覚
え

る
こ
と
が
目
的
で
は
な
く
、

楽
し
く
漢
字
に
ふ
れ
る
こ
と

を
目
的
と
し
、
日
々
工
夫
し

な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
「
園
長
先
生
、
お
腹
に
何

が
入
っ
ち
ょ
ん
の
？
」
と
子

ど
も
た
ち
か
ら
聞
か
れ
る

ち
ょ
っ
ぴ
り
お
腹
の
大
き
な

園
長
先
生
を
は
じ
め
、
保
育

士
共
々
家
庭
的
な
雰
囲
気
の

中
、
子
ど
も
た
ち
か
ら
笑
い

と
感
動
を
も
ら
っ
て
い
る
毎

日
で
す
。

　

ぜ
ひ
一
度
、
遊
び
に
来
て

み
て
く
だ
さ
い
。

（
甲
斐　

初
代
）

ぼくたち・わたしたちの学び舎

あさひヶ丘
保育園 遊

ん
で
学
ぼ
う
！

竹
田
小  

明
治
小  

最
後
の
運
動
会

　

来
年
の
４
月
に
統
合
さ
れ
る

竹
田
小
学
校
と
明
治
小
学
校
の

運
動
会
が
、
雨
の
た
め
、
両
校
と

も
９
月
21
日
、
23
日
の
二
日
間
に

か
け
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

21
日
は
雨
に
よ
り
中
断
、
23
日

は
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
途
中
か
ら
再

開
さ
れ
ま
し
た
。

　

竹
田
小
学
校
で
は
リ
レ
ー
や

綱
引
き
等
が
行
わ
れ
、
明
治
小
学

校
で
は
応
援
合
戦
や
一
輪
車
競

技
等
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

新
設
さ
れ
る
小
学
校
は
、
竹
田

小
学
校
に
設
置
さ
れ
る
た
め
、
明

治
小
学
校
で
行
わ
れ
る
最
後
の

運
動
会
と
な
り
ま
し
た
が
、
児
童

や
保
護
者
だ
け
で
な
く
、
多
く
の

地
域
の
人
々
も
参
加
し
、
そ
れ
ぞ

れ
昔
を
懐
か
し
み
な
が
ら
運
動

会
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

給
食
で
「
地
産
地
消
」

　

竹
田
中
央
学
校
給
食
共
同
調

理
場
で
は
、
地
域
で
と
れ
た
も

の
を
地
域
で
消
費
す
る
「
地
産
地

消
」
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　

９
月
は
、
荻
町
で
と
れ
た
ト
マ

ト
や
ミ
ニ
ト
マ
ト
、
じ
ゃ
が
い

も
、
ピ
ー
マ
ン
、
た
ま
ね
ぎ
、
か

ぼ
ち
ゃ
、
ピ
オ
ー
ネ
等
の
新
鮮
な

野
菜
や
果
物
を
給
食
に
使
わ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

お
互
い
の
顔
が
見
え
る
「
地
産

地
消
」
で
、
竹
田
市
の
魅
力
を
再

確
認
し
、
さ
ら
に
高
め
る
こ
と
が

で
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

季
節
や
天
候
等
に
よ
り
、
難
し

い
時
期
も
あ
り
ま
す
が
、
児
童
・

生
徒
の
皆
さ
ん
に
で
き
る
だ
け

多
く
の
地
元
で
と
れ
た
新
鮮
で

安
心
・
安
全
な
食
材
を
提
供
で
き

る
よ
う
努
力
し
て
い
ま
す
。

一輪車を披露（23 日・明治小）

ミニトマトを収穫する吉良山さん
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林
勝
見
先
生
は
竹
田
町
で
生

ま
れ
、
旧
制
竹
田
中
学
校
（
現

竹
田
高
校
）
の
教
師
と
な
り
ま

し
た
。
物
理
・
化
学
を
教
え
な

が
ら
、
休
日
は
郷
土
の
研
究
を

続
け
て
い
ま
し
た
。
な
か
で
も
、

尾
平
・
木
浦
両
鉱
山
の
地
質
・

鉱
物
・
採
鉱
な
ど
の
研
究
記
録

は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。
こ
の
研
究
熱
心
な
先
生

が
発
見
し
た
「
光
藻
」
に
つ
い

て
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
明
治
26
（
１
８
９
３
）
年
、

先
生
が
ま
だ
旧
制
中
学
三
年
生

の
頃
、
魚
住
の
川
で
水
泳
を
し

て
帰
る
途
中
、
久
戸
谷
ト
ン
ネ

ル
の
中
か
ら
放
つ
黄
金
色
の
発

行
物
体
を
見
つ
け
ま
し
た
。
よ

く
見
る
と
藻
の
一
種
だ
と
分
か

り
、
早
速
学
校
の
顕
微
鏡
で
観

察
し
ま
し
た
が
、
光
の
正
体
は

掴つ
か

め
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
外
国
で
は
19
世
紀
に
光
藻
が

研
究
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
日

本
で
は
大
正
時
代
に
研
究
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
よ
う
で
す
。

房
州
（
千
葉
）
や
信
州
（
長
野
）

な
ど
で
発
見
さ
れ
て
話
題
と
な

り
ま
し
た
が
、
竹
田
に
も
光
藻

が
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
、
大
正

10
（
１
９
２
１
）
年
７
月
に
天

然
記
念
物
調
査
委
員
（
嘱
託
）

の
中
野
治
房
博
士
が
調
査
に
訪

れ
ま
し
た
。
先
生
は
博
士
を
久

戸
谷
ト
ン
ネ
ル
ま
で
案
内
し
て
、

近
く
の
民
家
を
借
り
、
二
人
で

調
査
・
観
測
を
行
い
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
藻
が
光
を
発
す
る

５
～
10
月
以
外
の
冬
期
は
、
一

人
で
観
測
を
続
け
、
記
録
を
博

士
に
送
り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
市
内
の
素
掘
り
ト

ン
ネ
ル
で
広
く
分
布
し
て
い
る

こ
と
も
分
か
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
近
年
は
ト
ン
ネ
ル
の
改
良

工
事
に
よ
り
環
境
が
変
わ
り
、

容
易
に
発
見
す
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。

　
ト
ン
ネ
ル
に
限
ら
ず
、
素
掘

り
の
洞
窟
で
も
光
藻
は
繁
殖
す

る
こ
と
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
現
在
の
光
藻
を
探
し
て

み
ま
せ
ん
か
。　（
本
田

　
耕
一
）

㊲

林勝見先生　金色に輝く光
ひかり

藻
も

を発見
晩年の林勝見先生

第37 回

　
久
住
高
原
の
地
平
線
に
浮
か
ぶ

日
の
出
と
と
も
に
、
僕
等
は
朝
の

ラ
ン
ニ
ン
グ
を
始
め
る
。
一
歩
一

歩
大
き
く
足
を
踏
み
出
せ
ば
、
勿

論
息
切
れ
も
倍
に
跳
ね
上
が
り
、

苦
痛
が
伴
う
。
し
か
し
僕
等
は
、

そ
の
見
え
な
い
壁
に
ぶ
ち
当
た
り

な
が
ら
ゴ
ー
ル
を
目
指
す
事
で
、

大
き
な
達
成
感
と
次
な
る
目
標
を

抱
く
事
が
出
来
る
。
そ
れ
が
僕
等

の
突
き
進
む
「
道
」
な
の
だ
。

　
約
２
か
月
間
に
及
ぶ
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
ツ
ア
ー
か
ら
帰
郷
し
た
僕

等
は
、
休
む
間
も
な
く
次
な
る
ス

テ
ッ
プ
へ
進
み
始
め
た
。
そ
れ
は

若
手
を
中
心
と
し
た
新
生
Ｙ
Ｅ
Ｌ

Ｌ
Ｏ
Ｗ
に
よ
る
単
独
公
演
。
Ｒ
Ｅ

Ｄ
か
ら
数
名
が
彼
ら
の
猛
稽
古
に

加
わ
り
、
飛
び
交
う
汗
と
太
鼓
の

音
色
が
深
夜
も
止
ま
な
い
。

　
僕
等
の
目
指
す
公
演
は
、
Ｒ
Ｅ

Ｄ
の
よ
う
に
太
鼓
と
演
者
が
織
り

成
す
多
彩
な
空
間
に
、
自
ら
の
魂

を
乗
せ
、
観
客
に
様
々
な
メ
ッ
セ

ー
ジ
を
届
け
る
「
心
技
一
体
」
の

舞
台
。
残
念
な
が
ら
誰
も
が
挫
折

や
苦
悩
に
境
遇
す
る
こ
と
は
あ
る
。

し
か
し
そ
れ
を
乗
り
越
え
た
先
に

は
、
多
く
の
人
達
の
笑
顔
と
感
動

が
待
っ
て
い
る
の
だ
。
今
は
不
器

用
で
上
手
く
で
き
な
く
て
も
、
僕

等
が
今
流
し
て
い
る
汗
は
、
必
ず

Ｙ
Ｅ
Ｌ
Ｌ
Ｏ
Ｗ
公
演
を
成
功
に
導

い
て
く
れ
る
だ
ろ
う
。

　
僕
等
の
檜
舞
台
は
今
、
目
の
前

に
あ
る
。

（
Ｔ
Ａ
Ｏ
メ
ン
バ
ー 

江
良 

拓
哉
）

新たなる道「新生YELLOW始動」
　
久
住
の
大
空
に
パ
ラ
モ
ー
タ
ー

が
舞
っ
て
い
ま
し
た
。

　
パ
ラ
モ
ー
タ
ー
と
は
、
パ
ラ
グ

ラ
イ
ダ
ー
に
プ
ロ
ペ
ラ
の
つ
い
た

エ
ン
ジ
ン
を
背
負
い
、
そ
の
力
で

飛
行
す
る
ス
カ
イ
ス
ポ
ー
ツ
で
、

モ
ー
タ
ー
パ
ラ
グ
ラ
イ
ダ
ー
や
パ

ワ
ー
ド
パ
ラ
グ
ラ
イ
ダ
ー
と
も
呼

ば
れ
ま
す
。

　
こ
の
日
も
プ
ロ
ペ
ラ
を
回
し
、

久
住
山
頂
付
近
ま
で
気
持
ち
良
さ

そ
う
に
飛
行
し
て
い
ま
し
た
。
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老
人
を
敬
愛
し  

長
寿
を
祝
う

　

９
月
18
日
、
竹
田
市
で
は
、

１
０
０
歳
を
超
え
る
方
を
訪

ね
、
お
祝
い
を
述
べ
る
と
と
も

に
記
念
品
を
贈
り
、
更
な
る
健

康
と
長
寿
を
願
い
ま
し
た
。

　

竹
田
市
に
は
、
９
月
15
日

現
在
、
65
歳
以
上
の
方
が

１
０
、２
１
５
人
、
そ
の
中
で

も
１
０
０
歳
以
上
の
方
は
16
人

（
女
性
15
名
、
男
性
１
名
）
お

ら
れ
ま
す
。

　

竹
田
市
で
は
、
１
０
０
歳
の
お

誕
生
日
を
迎
え
た
方
を
訪
ね
、
お

祝
い
を
述
べ
、
記
念
品
を
贈
っ
て

い
ま
す
。

　

８
月
25
日
に
小
池
シ
ス
ヱ
さ
ん

（
上
町
）、
27
日
に
後
藤
サ
ツ
キ
さ

ん
（
下
平
田
）
が
１
０
０
歳
の
お

誕
生
日
を
迎
え
ま
し
た
。

最高齢（106 歳）の後藤畢子さん
１
０
０
歳
以
上
が
16
人
！

小池シスヱさん

後藤サツキさん

久
住
高
原
に
芝
の
歩
道
が
完
成

　

県
道
阿
蘇
く
じ
ゅ
う
公
園
線
の

レ
ゾ
ネ
イ
ト
ク
ラ
ブ
く
じ
ゅ
う
付

近
か
ら
ガ
ン
ジ
ー
フ
ァ
ー
ム
間
約

１
㎞
に
芝
歩
道
が
完
成
し
、
８
月

22
日
に
大
分
県
、
竹
田
市
、
㈱
レ

ゾ
ネ
イ
ト
、
㈲
ガ
ン
ジ
ー
ハ
ウ
ス

の
４
者
に
よ
り
、
維
持
管
理
協
定

が
結
ば
れ
ま
し
た
。

愛
情
あ
ふ
れ
る
子
育
て
を

　

子
育
て
支
援
研
修
会
が
、
８
月

30
日
、
竹
田
市
総
合
社
会
福
祉
セ

ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

竹
下
和
男
先
生
の
「
地
域
で
育

む
子
ど
も
の
未
来
」
と
題
し
た
講

演
の
ほ
か
、
折
り
紙
や
絵
本
の
読

み
聞
か
せ
等
の
親
子
ふ
れ
あ
い
遊

び
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

新
し
い
男
女
の
出
会
い
の
場
を

　

異
性
と
の
出
会
い
と
学
ぶ
場
を

提
供
す
る
「
ゆ
う
あ
い
み
ー
て
ぃ

ん
ｇ
」
の
第
１
回
セ
ッ
シ
ョ
ン
が

パ
ル
ク
ラ
ブ
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

男
女
24
名
が
参
加
し
、
最
初
は

緊
張
し
て
い
た
も
の
の
、
グ
ル
ー

プ
討
論
や
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
行

い
、
打
ち
解
け
て
い
き
ま
し
た
。

手
作
り
の
め
じ
ろ
ん

　

西
の
宮
神
社
の
八
朔
祭
り
が
９

月
６
日
、
７
日
に
行
わ
れ
、
日
用

品
で
作
ら
れ
た
見
立
て
細
工
の
め

じ
ろ
ん
が
並
び
ま
し
た
。

夜
空
に
浮
か
ぶ
天
守
閣

　

９
月
７
日
、
善
神
王
祭
が
岡
神

社
・
廣
瀬
神
社
周
辺
で
行
わ
れ
、

小
松
明
で
幻
の
岡
城
が
再
現
さ
れ

ま
し
た
。

ハラハラ♥ドキドキ

浮かび上がる岡城の天守閣 見立て細工のめじろん

芝の感触を確かめる関係者ら

講演する竹下和男先生

ま
す
ま
す
お
元
気
で　

１
０
０
歳
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き
れ
い
な
岡
城
で
お
も
て
な
し

　

９
月
20
日
、
九
州
電
力
グ
ル
ー

プ
の
社
員
等
約
１
０
０
人
が
大
手

門
付
近
の
石
垣
の
除
草
や
周
辺
の

清
掃
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
24
日
に
は
竹
田
市
消
防

署
の
署
員
約
20
名
が
、
本
丸
付
近

の
石
垣
の
除
草
を
行
い
ま
し
た
。

　

高
い
と
こ
ろ
で
は
20
㍍
に
も
な

る
石
垣
の
上
部
か
ら
ロ
ー
プ
で
体

を
吊
り
、
鎌
等
を
使
い
雑
草
を
取

り
除
き
ま
し
た
。

　

国
体
に
訪
れ
る
多
く
の
人
た
ち

を
き
れ
い
な
岡
城
が
迎
え
ま
す
。

大手門付近（20 日）

幽
玄
の
舞　

薪
能

　

第
25
回
竹
田
薪
能
が
、
９
月
23

日
に
挟
田
の
三
日
月
岩
前
の
稲
葉

川
に
設
置
さ
れ
た
水
上
舞
台
で
開

か
れ
ま
し
た
。

　

岡
藩
の
菩
提
寺
で
あ
っ
た
碧
雲

寺
で
採
火
さ
れ
た
火
が
、
岩
壁
に

刻
ま
れ
た
三
日
月
岩
の
４
つ
の
灯

明
に
と
も
さ
れ
、
ぼ
ん
や
り
と
三

日
月
が
浮
か
び
上
が
り
ま
し
た
。

　

全
国
か
ら
訪
れ
た
多
く
の
観
客

は
、
岡
藩
主
も
見
た
で
あ
ろ
う
三

日
月
と
か
が
り
火
に
照
ら
さ
れ
た

舞
台
で
舞
わ
れ
る
能
や
狂
言
、
仕

舞
に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

普
通
救
命
講
習
会

　

竹
田
市
消
防
署
で
は
、
９
月
７

日
か
ら
13
日
ま
で
の
救
急
医
療
週

間
中
、
市
内
の
福
祉
施
設
の
職
員

を
対
象
に
し
た
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
取
扱
い

を
含
む
普
通
救
命
講
習
会
を
開
催

し
ま
し
た
。
三
日
間
で
90
名
が
受

講
し
、
今
後
の
救
命
率
の
向
上
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

さ
ら
な
る
畜
産
振
興
を
目
指
し
て

　

９
月
９
日
、
第
４
回
竹
田
市
畜

産
共
進
会
が
久
住
畜
産
セ
ン
タ
ー

で
開
か
れ
、
審
査
の
結
果
、
グ
ラ

ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
は
肉
用
牛

の
部
が
は
つ
み
６
号
（
内
田
幸
則

さ
ん
）、
乳
用
牛
の
部
は
シ
ル
ク

ド
・
ド
ー
デ
ル
・
フ
ル
ー
ト
（
志

賀
邦
浩
さ
ん
）が
選
ば
れ
ま
し
た
。

はつみ６号と内田さん

熱心に講習を受ける参加者

オ
リ
ジ
ナ
ル
切
手
で
里
山
保
全

　

竹
楽
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
切
手
が
９

月
22
日
か
ら
販
売
さ
れ
て
い
ま

す
。
80
円
切
手
10
枚
の
シ
ー
ト
に

オ
リ
ジ
ナ
ル
ホ
ル
ダ
ー
が
付
い
て

１
、５
０
０
円
で
、
切
手
を
購
入

す
る
こ
と
に
よ
り
里
山
保
全
運
動

に
参
加
し
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

切手を手渡す伊藤入田郵便局長

暑いビニールハウスでの作業

東
農
大
生　

農
業
の
現
場
を
知
る

　

東
京
農
業
大
学
の
２
年
生
４
人

が
、
９
月
１
日
か
ら
二
週
間
、
荻

町
の
ト
マ
ト
生
産
農
家
に
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
し
、
農
業
の
実
地
研
修
を

行
い
ま
し
た
。

　

普
段
は
土
に
ふ
れ
る
機
会
が
な

い
と
い
う
学
生
た
ち
は
、
慣
れ
な

い
作
業
に
も
「
楽
し
い
」
と
汗
を

流
し
、
地
元
の
人
々
に
も
温
か
く

迎
え
ら
れ
ま
し
た
。

三の丸付近（24 日）水上舞台で舞われる「八島」

地元の祭りで “ 大根踊り ”
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近
年
、
介
護
を
必
要
と
す
る
高

齢
者
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
18
年
度
か
ら
開
始
さ
れ
た

介
護
予
防
健
診
の
結
果
に
よ
る
と
、

閉
じ
こ
も
り
や
う
つ
状
態
、
認
知

傾
向
で
支
援
が
必
要
な
人
が
約
２

割
お
り
、
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
家
か
ら
歩
い
て
行
け

る
身
近
な
集
会
所
で
同
世
代
の
人

が
集
い
、
介
護
予
防
や
い
き
が
い

づ
く
り
を
行
う
「
お
し
ゃ
べ
り
サ

ロ
ン
」
事
業
を
昨
年
度
か
ら
開
始

し
ま
し
た
。

「
お
し
ゃ
べ
り
サ
ロ
ン
」
と
は

《
内
容
》

　

65
歳
以
上
の
方
が
５
人
以
上
１

組
で
申
請
し
ま
す
。

　

お
お
む
ね
月
に
１
回
程
度
集
ま

り
、
お
し
ゃ
べ
り
や
体
操
、
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
自
分
た
ち
が

実
施
し
た
い
活
動
を
行
い
ま
す
。

《
運
営
》

　

お
世
話
役
を
中
心
に
自
主
的
に

運
営
し
ま
す
。

　

市
か
ら
は
、
登
録
人
数
×
回
数

×
１
０
０
円
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

　

昨
年
度
の
参
加
者
か
ら
は
「
初

め
は
消
極
的
だ
っ
た
人
も
一
度
参

加
す
る
と
次
も
来
る
よ
う
に
な
り
、

近
所
付
き
合
い
が
よ
く
な
っ
た
」

「
次
に
集
ま
る
の
が
待
ち
遠
し
い
」

等
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

お
し
ゃ
べ
り
サ
ロ
ン
は
昨
年
か

ら
の
継
続
と
併
せ
る
と
、
約
80
か

所
で
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
自
分
の
健
康
は
自
分
で
！
そ

し
て
み
ん
な
で
守
ろ
う
」
を
合
言

葉
に
お
し
ゃ
べ
り
サ
ロ
ン
の
輪
が

広
が
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

歩
い
て
行
け
る
場
所
に
集
い
の
場
を

お
し
ゃ
べ
り
サ
ロ
ン

予
防
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う

　

竹
田
市
で
は
、
お
子
さ
ん
の
健

や
か
な
成
長
と
感
染
症
の
ま
ん
延

防
止
の
た
め
、
予
防
接
種
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

接
種
回
数
・
間
隔
・

対
象
期
間
を
守
り
ま
し
ょ
う

　

予
防
接
種
は
、
そ
の
種
類
に

よ
っ
て
、
接
種
の
回
数
・
間
隔
・

対
象
期
間
が
決
ま
っ
て
い
ま
す
。

決
め
ら
れ
た
間
隔
で
対
象
期
間
内

に
接
種
で
き
る
よ
う
、
市
が
配
布

し
て
い
る
「
予
防
接
種
と
子
ど
も

の
健
康
」
を
確
認
し
、
計
画
的
に

接
種
し
ま
し
ょ
う
。

「
定
期
予
防
接
種
」
と
は

　

予
防
接
種
法
で
定
め
ら
れ
て
い

る
感
染
症
の
予
防
接
種
で
す
。
決

め
ら
れ
た
接
種
期
間
、
接
種
間
隔

内
に
接
種
す
れ
ば
無
料
で
受
け
ら

れ
ま
す
。
健
康
被
害
が
生
じ
た
場

合
、
予
防
接
種
法
に
よ
る
健
康
被

害
救
済
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

「
任
意
予
防
接
種
」
と
は

　

被
接
種
者
の
判
断
と
責
任
に
お

い
て
行
わ
れ
る
予
防
接
種
で
す
。

費
用
は
全
額
自
己
負
担
と
な
り
ま

す
。
健
康
被
害
が
生
じ
た
場
合
、

健
康
被
害
独
立
行
政
法
人
医
薬
品

医
療
機
器
総
合
機
構
法
に
基
づ
き

救
済
さ
れ
ま
す
。

接
種
間
隔
の
考
え
方

　

接
種
間
隔
は
法
律
で
定
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

接
種
間
隔
が
20
日
～
56
日
と
規

定
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
接
種
し

た
日
の
翌
日
か
ら
数
え
て
21
日
目

か
ら
56
日
目
ま
で
が
定
期
予
防
接

種
と
な
り
ま
す
。

　

決
め
ら
れ
た
接
種
間
隔
内
で
受

け
な
か
っ
た
場
合
は
、
任
意
予
防

接
種
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

（例）
三
種
混
合
予
防
接
種
１
期
の
接

　

種
間
隔
20
～
56
日
の
場
合

　

10
月
１
日
に
接
種
し
た
場
合
、

次
の
接
種
は
10
月
22
日
～
11
月
26

日
ま
で
と
な
り
ま
す
。

10月
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4
5 6 7 8 9 10 11

12 13 14 15 16 17 18
19 20 21 22 23 24 25
26 27 28 29 30 31

接種日

みんなで体操！ 気持ちい～
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竹田医師会病院から

「紹介状」
　先日、自治会連合会、老人クラブ、女性の会の方々
と４名の竹田市議会議員を交えて「地域医療を考え
る会」を医師会病院で開催しました。私たち病院職
員にご意見やお叱りも頂き、大変有意義な会であっ
たと思います。その中の一部をご紹介します。
　老人クラブ、自治会連合会の方から「紹介状が無
いと診てくれないシステムを廃止できないのか？」
という意見が出されました。医師会病院にはＣＴや
ＭＲＩ等の高度の医療機器が揃っていますし、手術
室等も整っています。誰でも設備が充実している病
院で治療を受けたいと考えますよね。だから、自由
にかかることのできる病院にして欲しいという意見
だと思います。（ごもっとも）
　病院の立場から考えますと、現時点でも医師不足、
看護師不足で皆がオーバーワークの状態です。更
に「少し風邪気味」とか「ちょっと擦りむいた」な
どの患者さんが数多く来られるようになると、本当

に重症で治療が大変な患者さんたちをしっかり診る
ことができなくなります。市民にとって、むしろ不
幸なことではないかと考えます。まず、日頃から心
安く診察してもらえるかかりつけ医を持つようにし
て、「医師会病院で治療すべきだ」と判断された患
者さんは紹介して頂くというシステムを、医師や看
護師が充足されるまでは続けていくほうが良いと考
えています。ただし、「マムシに咬まれた」とか「大
怪我をした」等の一刻を争うような患者さんは紹介
状なしでも診ておりますので、あまり心配しないで
ください。
　今後も「地域医療を考える会」を継続的に開催し
ていきたいと考えています。まだまだ当院の看護師、
医師は不足しております。地域医療を守るために、
是非力を貸して下さい。

（院長　大多和　聡）

今月の食育レシピ

鶏もも肉 300 ｇ
醤油・酒 各小さじ 2
片栗粉・小麦粉 各大さじ 2
サラダ油 適宜
大根  200 ｇ
三温糖  大さじ 1/2
薄口醤油 大さじ 1
かぼす汁 大さじ 1
穀物酢  大さじ 1
刻みネギ 大さじ 1

　竹田を代表する特産品の一つで、クエン酸とビタミンＣがたっぷりの果汁とさわやかな香りが特徴で
す。特にこの時期の緑のカボスは香りが強く重宝します。酸味はそれほど強くないので、食材を引き立て、
肉や魚の臭みをとってくれます。
　また、塩分控えめのお料理に添えると美味しくいただけますので、ご家庭での健康づくりにも役立て
ましょう。学校給食では子どもたちに、この香りとともにふるさとの秋を感じて欲しいと願っています。

鶏肉のかぼすだれ
〈材料〉４人分

今月の食材 かぼす

〈作り方〉
１．鶏肉は酒、醤油で下味をつける。
２．１の肉に粉をまぶし、油で揚げる。
３．大根をおろし、軽く水気を切った

ら調味料を混ぜる。
４．２の肉に大根のおろしだれをかけ

る。
５．刻みネギを散らす。
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少
年
の
主
張
大
分
県
大
会

志
賀
美
咲
さ
ん
が
最
優
秀
賞
に

　
８
月
22
日
に
第
30
回
少
年
の
主

張
大
分
県
大
会
が
県
立
芸
術
会
館

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
は
、
中
学
生
が
日
常

生
活
で
考
え
て
い
る
こ
と
を
広
く

社
会
に
訴
え
、
そ
の
考
え
方
や
意

見
に
対
す
る
県
民
の
理
解
を
深
め

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
青
少
年
の
健

全
育
成
を
推
進
す
る
事
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
は
、
応
募
総
数
６
２
８

編
の
中
か
ら
、
書
類
審
査
で
選
ば

れ
た
10
名
が
発
表
し
ま
し
た
。

　
審
査
の
結
果
、
志
賀
美
咲
さ
ん

（
竹
田
中
２
年
）
の
「
ぬ
く
も
り

の
味
つ
け
」
が
最
優
秀
賞
に
、
田

辺
卓
也
さ
ん
（
都
野
中
３
年
）
の

「
僕
の
関
心
事
」、茅
野
唯
さ
ん（
同

３
年
）
の
「
大
好
き
な
父
の
手
」

が
優
良
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
志
賀
さ
ん
は
、
11
月
に
開
か
れ

る
全
国
大
会
の
出
場
候
補
者
と
し

て
、
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
の
テ
ー

プ
審
査
に
作
品
が
送
ら
れ
ま
す
。

自
ら
の
経
験
を
元
に

「
プ
ラ
ス
へ
の
回
り
道
」

　
鹿
口
出
身
の
工
藤
香
織
さ
ん

（
福
岡
県
在
住
）
が
書
い
た
「
プ

ラ
ス
へ
の
回
り
道
」
が
、
文
芸
社

か
ら
出
版
さ
れ
ま
し
た
。

　
高
校
３
年
生
の
時
に
入
院
、
セ

ン
タ
ー
試
験
直
前
に
回
復
し
た
も

の
の
納
得
い
く
結
果
に
は
終
わ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
当
時
の
自
分
の

気
持
ち
や
家
族
、
友
人
等
と
の
関

わ
り
、
そ
し
て
現
在
に
至
る
ま
で

の
工
藤
さ
ん
自
身
の
実
体
験
を
元

に
書
か
れ
た
一
冊
で
す
。

　
工
藤
さ
ん
は
、「
人
生
の
壁
に

ぶ
つ
か
っ
た
と
し
て
も
不
幸
だ
と

は
思
わ
ず
に
、
今
お
か
れ
た
状
況

で
ベ
ス
ト
を
尽
く
し
、
何
が
出
来

る
か
考
え
て
実
行
し
て
欲
し
い
。

中
高
生
や
大
学
生
だ
け
で
な
く
、

子
ど
も
を
も
つ
親
に
も
ぜ
ひ
読
ん

で
欲
し
い
。」
と
話
し
ま
し
た
。

　
一
冊
１
、１
０
０
円
（
税
別
）
で
、

お
求
め
は
順
天
堂
書
店
の
ほ
か
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
イ
ト
で
も
注
文

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

標
語
看
板
と

マ
ス
コ
ッ
ト
を
寄
贈

　
竹
田
南
部
校
区
青
少
年
健
全
育

成
協
議
会
（
加
藤
孝
介
会
長
・
42

名
）
は
、
８
月
30
日
、
竹
田
南
部

中
学
校
に
青
少
年
健
全
育
成
事
業

に
よ
る
標
語
看
板
の
寄
贈
、
設
置

を
行
い
、
交
通
安
全
・
防
犯
マ
ス

コ
ッ
ト
人
形
も
寄
贈
し
ま
し
た
。

　
加
藤
会
長
は
「
生
徒
に
（
看
板

や
マ
ス
コ
ッ
ト
を
）
見
て
も
ら
っ

て
、
少
し
で
も
犯
罪
が
少
な
く
な

れ
ば
。」
と
話
し
ま
し
た
。

愛
染
堂
菖
蒲
園

菖
蒲
を
無
料
で
お
分
け
し
ま
す

　
国
指
定
重
要
文
化
財
の
真
言
宗

願
成
院
（
愛
染
堂
）
横
の
菖
蒲
園

を
ご
存
じ
で
す
か
。

　
国
重
文
愛
染
堂
保
存
会
（
仲
村

睦
雄
会
長
）
で
は
、
月
一
回
の
定

期
市
「
八
幡
山
楽
市
楽
座
」
が
開

催
さ
れ
る
毎
月
第
２
金
曜
日
の
朝

８
時
か
ら
菖
蒲
園
の
手
入
れ
（
除

草
等
）
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
度
、
菖
蒲
の
株
分
け
を
次

の
と
お
り
行
い
、
無
料
で
差
し
上

げ
ま
す
の
で
、
ご
希
望
の
方
は
お

越
し
く
だ
さ
い
。

日
時

　
10
月
11
日
㈯

　
11
時
～

●
お
問
い
合
せ

　
国
重
文
愛
染
堂
保
存
会
事
務
局

　
☎
63
‐
２
０
０
２
（
都
築
）

大
分
ふ
る
さ
と
Ｃ
Ｍ
大
賞
Vol.
６

応
募
作
品
の
募
集
に
つ
い
て

　
ふ
る
さ
と
の
魅
力
、
自
慢
を
再

発
見
し
よ
う
と
制
作
さ
れ
て
い
る

大
分
朝
日
放
送
（
Ｏ
Ａ
Ｂ
）
の
大

分
ふ
る
さ
と
Ｃ
Ｍ
大
賞
は
、
今
年

で
６
回
目
を
迎
え
ま
す
。

　
竹
田
市
は
、
こ
れ
ま
で
市
を
中

心
と
し
て
Ｃ
Ｍ
を
制
作
し
、
第
１

回
で
は
大
賞
、
第
３
回
で
は
特
別

賞
、
昨
年
は
優
秀
賞
（
第
２
位
）

を
受
賞
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
市
民
の
方
に
も
手
作

り
Ｃ
Ｍ
を
制
作
し
て
い
た
だ
け
れ

ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
締
切
り
の
都
合
や
条
件
等
が
あ

り
ま
す
の
で
、
興
味
の
あ
る
方
は

お
早
め
に
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
せ

　
企
画
情
報
課
情
報
化
推
進
係

　
☎
63
‐
４
８
０
１

　皆さんからのおた
よりをお待ちしてい
ます。
（宛先）
〒878-8555
竹田市大字会々1650
企画情報課広報担当

おたより

最優秀賞に輝いた志賀さん

著書を手にする工藤さん

設置された看板と会員ら

　皆さんからのおた
よりをお待ちしてい
ます。
（宛先）
〒878-8555
竹田市大字会々1650
企画情報課広報担当
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い
よ
い
よ
国
体
が
始
ま
り
ま
し

た
ね
。
そ
れ
に
し
て
も
上
野
人
気

は
す
ご
か
っ
た
ね
え
～
。
…
と
、

こ
の
「
広
報
た
け
た
」
が
皆
さ
ん

の
手
元
に
届
く
頃
に
は
こ
の
話
題

で
も
ち
き
り
に
な
っ
て
い
る
こ
と

で
し
ょ
う
（
笑
）

　
こ
の
編
集
後
記
は
、
後
記
だ
け

に
大
体
最
後
に
と
っ
て
お
く（
？
）

の
で
す
が
、
元
来
ギ
リ
ギ
リ
に
な

ら
な
い
と
急
が
な
い
性
質
な
の
で
、

書
き
終
え
る
と
す
ぐ
に
国
体
モ
ー

ド
に
！
と
い
う
こ
と
に
（
汗
）

　
あ
と
６
行
で
切
り
替
え
な
い
と

い
け
ま
せ
ん
（
焦
）。

　
何
と
か
発
行
に
こ
ぎ
つ
け
た
こ

と
に
ほ
ん
の
少
し
だ
け
喜
び
を
感

じ
つ
つ
…
カ
メ
ラ
を
持
っ
て
行
っ

て
き
ま
す
！

　
　
　
　
　（
井
出
）

（平成 20 年 8 月 31 日現在）

　　　　　　　　　　 （前 月 比）
人　口　26,380 人　　（－ 31 人）
　男性　12,305 人　　（－ 18 人）
　女性　14,075 人　　（－ 13 人）
世帯数　10,683 世帯（± 0 世帯）

住民基本台帳登録人数

竹田市の人口

誕
生
お
め
で
と
う

月
生
ま
れ

（
親
・
自
治
会
）

８

■竹田市立図書館
　TEL・FAX 63-1048
■荻図書室（荻みらい館内）
　TEL 68-2200 ・FAX 68-2057
■久住図書室
　TEL 76-0717・FAX 76-0724
■直入図書室
　TEL 75-2240・FAX 75-2231

10月の

竹田市立図書館の休館日は、

     6日㈪
  13日㈪
  20日㈪
  24日㈮
  27日㈪です。

「言葉を恃む」
竹西寛子　岩波書店

　みずからの体験から、ま
た古典詩歌や小説から、言
葉との豊潤な出逢いと交歓
を語った著者はじめての講
演録です。

「だるまさんが」
かがくいひろし　ブロンズ新社

　最近話題のかがくいさ
んの絵本だよ！ファース
トブックとして「だるま
さんの」と 2 冊が出まし
た。楽しいなあー。

〔一般の本〕
・出ふるさと記　　　　　　　　　　　池内　　紀
・気をつけ、礼。　　　　　　　　　　重松　　清
・有元葉子ストックレシピ　　　　　　有元　葉子
・もっと塩味を！　　　　　　　　　　林　真理子
・凍河　　　　　　　　　　　　　　　五木　寛之

〔子どもの本〕
・異界から落ち来る者あり（上・下）　香月　日輪
・ねているときいちばんしあわせ！　　井上ヒサト
・これがほんとの大きさ！
　　　　　　　　　　スティーブン・ジェンキンズ
・ウェン王子とトラ　　　　　チェン・ジャンホン

　ほか60冊ほど購入しました。

日時　10月8日㈬
　　　13:20～14:00
場所　竹田幼稚園

「おはなしルーム」

日時　10月8日㈬
　　　10:30～
場所　荻みらい館

「おはなし広場」

日時　毎週火曜日
　　　10:30～11:00
場所　竹田市立図書館

日時　10月15日㈬
　　　13:30～
場所　竹田市総合社会
　　　福祉センター

「ブックスタート」 「おはなしのへや」
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「秋
しゅう

　色
しょく

」
見渡せば、一面は目映い
黄金色。日々は秋色グラ
デーション。それは、豊
かな実りへの喜び。
（写真 ･デザイン /竹蔵）

こ
の

広
報

紙
は

再
生

紙
を

使
用

し
て

い
ま

す
。

広
報
た
け
た

№
43　

平
成

20年
10月

1日
発

行
　

■
発

行
/竹

田
市

役
所

  URL http://w
w

w
.city.taketa.oita.jp  E-m

ail taketa@
city.taketa.lg.jp

■
編

集
/総

務
企

画
部

企
画

情
報

課
情

報
化

推
進

係
　

〒
878-8555　

大
分

県
竹

田
市

大
字

会
々

1650　
■

印
刷

/い
づ

み
印

刷
㈱

平
成
20
年
11
月
に
１

歳
の
誕
生
日
を
迎
え

る
お
子
さ
ん
の
写
真

を
募
集
し
ま
す
！

郷土の植物
阿孫　久見

　

低
地
か
ら
山
地
の
林り

ん

縁え
ん

の
半

陰
地
に
生
育
す
る
長
さ
１
・
５
㍍

ほ
ど
に
な
る
つ
る
性
の
多
年
草

で
す
。
茎く

き

を
切
る
と
白
い
乳

に
ゅ
う

液え
き

が
出
ま
す
。

　

互
生
の
葉
は
長

ち
ょ
う

卵ら
ん

形け
い

で
、
普
通

３
個
の
葉
が
枝
先
に
輪り

ん

生せ
い

状
に

集
ま
っ
て
つ
き
、
長
さ
は
10
㌢
、

幅
が
４
㌢
ほ
ど
で
す
。
葉
の
裏

面
は
紛ふ

ん

白は
く

色
し
ょ
く

で
す
。

　

秋
の
頃
、
茎
か
ら
や
や
太
い
側そ

く

枝し

を
出
し
、
そ
の
先
に
外
側
は
白

緑
色
で
内
側
に
は
紫し

褐か
っ

色
し
ょ
く

の
斑は

ん

点て
ん

の
入
っ
た
径
３
㌢
ほ
ど
の
５

浅
裂
し
て
反
り
返
る
釣つ

り

鐘が
ね

状
じ
ょ
う

の
花

を
下
か
横
向
き
に
咲
か
せ
ま
す
。

花
の
内
側
を
の
ぞ
く
と
、
１
個

の
雌め

し
べ
の
柱

ち
ゅ
う

頭と
う

（
花
粉
を
受

け
る
部
分
）
が
大
き
く
ふ
く
れ
、

花
の
基
部
の
五
角
形
の
紫
の
模

様
が
し
ゃ
れ
て
見
え
ま
す
。

　

白
い
紡ぼ

う

錘す
い

形け
い

の
根
が
朝
鮮
人に

ん

参じ
ん

に
似
て
、
茎
が
つ
る
性
な
の

で
蔓つ

る

人に
ん

参じ
ん

の
名
が
あ
り
ま
す
。

　

竹
田
で
は
、
里
山
の
林
縁
で

他
の
樹
木
や
草
に
巻
き
つ
い
た

も
の
が
観
察
さ
れ
ま
す
。
花
期

は
９
月
か
ら
10
月
で
す
。 第43回

ツルニンジン（キキョウ科）

平成��年
�0月生まれ

誕生日　親
（自治会）

広報たけた

ケ
ー
ブ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
加
入
推
進
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
！

竹
田
市
人
事
行
政
の
運
営
等
の
状
況
に
つ
い
て
公
表
し
ま
す
／

食
育
ツ
ー
リ
ズ
ム
雇
用
創
出
大
作
戦
／
竹
田
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

バ
ス
新
路
線
運
行
開
始
！

ま
ち
の
話
題
／
敬
老
訪
問
／
ま
す
ま
す
お
元
気
で
１
０
０
歳
／
県
道
阿
蘇
く
じ
ゅ
う
公
園
線
芝
歩

道
完
成
／
子
育
て
支
援
研
修
会
／
第
１
回
ゆ
う
あ
い
み
ー
て
ぃ
ん
ｇ
／
西
の
宮
神
社
八
朔
祭
り
／

岡
神
社
善
神
王
祭
／
岡
城
跡
石
垣
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
／
第
25
回
竹
田
薪
能
／
普
通
救
命
講
習
会

／
第
４
回
竹
田
市
畜
産
共
進
会
／
竹
楽
オ
リ
ジ
ナ
ル
切
手
発
売
／
東
農
大
生
農
業
実
地
研
修
／

10
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情報
本　　　　庁　☎0974-63-1111
荻総合支所　☎0974-68-2211
久住総合支所　☎0974-76-1111
直入総合支所　☎0974-75-2211

  

第
８
回
中
九
州
ジ
ャ
ン
ボ
か
ぼ
ち
ゃ
大
会

　

出
展
数
３
０
０
個
を
超
え
る
ジ
ャ
ン
ボ
か
ぼ

ち
ゃ
の
審
査
並
び
に
展
示
、
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
、

重
量
当
て
ク
イ
ズ
（
賞
金
３
万
円
）
等
が
行
わ

れ
ま
す
。

日
時　

10
月
４
日
㈯
～
５
日
㈰

　
　
　

９
時
～
17
時

場
所　

道
の
駅
「
波
野
」（
熊
本
県
阿
蘇
市
）

●
お
問
い
合
せ

・
荻
総
合
支
所
地
域
振
興
課

　

☎
68
‐
２
２
１
１

・
神
楽
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員
会

　

☎
０
９
６
７
‐
22
‐
３
１
７
４

  
第
62
回
瀧
廉
太
郎
記
念

全
日
本
高
等
学
校
声
楽
コ
ン
ク
ー
ル

　

今
年
も
全
国
か
ら
各
地
区
を
代
表
す
る
若
き

声
楽
家
た
ち
が
「
音
楽
の
ま
ち
・
竹
田
」
に
集

い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
の
応
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

日
時　

10
月
17
日
㈮　

開
会
式　

18
時
30
分
～

　
　
　
　
　

18
日
㈯　

予　

選　

13
時
～

　
　
　
　
　

19
日
㈰　

本　

選　

12
時
～

場
所　

竹
田
市
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

表
賞　

第
１
位　

文
部
科
学
大
臣
奨
励
賞
他

    　
　

瀧
廉
太
郎
賞
（
ウ
ィ
ー
ン
留
学
助
成
）

　
　
　

１
位　

60
万
円　
　

２
位　

40
万
円

入
場
料　

無
料

●
お
問
い
合
せ

瀧
廉
太
郎
記
念
全
日
本
高
等
学
校
声
楽
コ
ン

ク
ー
ル
事
務
局
（
竹
田
市
文
化
会
館
）

☎
63
‐
２
７
３
４

  

第
１
回
竹
田
国
際
映
画
祭

　

国
際
交
流
員
を
は
じ
め
と
す
る
県
内
在
住
の

各
国
の
出
身
者
が
、
厳
選
し
た
自
国
の
映
画
を

紹
介
、
案
内
す
る
ユ
ニ
ー
ク
な
国
際
映
画
祭
を

開
催
し
ま
す
。

　

竹
田
の
澄
ん
だ
秋
の
空
気
の
中
で
映
画
を

ゆ
っ
く
り
お
楽
し
み
下
さ
い
。

日
時　

10
月
18
日
㈯　

12
時
～
22
時
30
分

　
　
　
　
　

19
日
㈰　

13
時
～
20
時
30
分

場
所　

直
入
総
合
支
所
大
会
議
室

入
場
料　

無
料

●
お
問
い
合
せ

竹
田
国
際
映
画
祭
実
行
委
員
会
（
直
入
総
合

支
所
商
工
観
光
課
）　

☎
75
‐
２
２
１
４

http://eigasai.w
ordpress.com

/

  

第
38
回
久
住
高
原
祭
り

  

第
７
回
久
住
高
原
牛
肉
祭
り

　

高
原
を
流
れ
る
爽
や
か
な
風
の
中
、
地
元
産

豊
後
牛
に
舌
鼓
を
打
ち
ま
せ
ん
か
？

　

大
も
ち
ま
き
大
会
や
特
産
品
の
オ
ー
ク
シ
ョ

ン
の
ほ
か
、
由
布
高
校
郷
土
芸
能
部
の
神
楽
も

行
わ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
牛
肉
は
50
ｇ
増
量
し
、
１
パ
ッ
ク

（
２
５
０
ｇ
）
１
、５
０
０
円
で
販
売
し
ま
す
。

日
時　

10
月
19
日
㈰　

10
時
～

場
所　

南
登
山
口
特
設
会
場

●
お
問
い
合
せ

　

久
住
高
原
観
光
協
会　

☎
76
‐
１
６
１
０

歴
史
資
料
館

☎
63
‐
１
９
２
３

特
別
展
示
『
奥
豊
後
と
キ
リ
シ
タ
ン
展
』

　

９
月
20
日
㈯
～
11
月
16
日
㈰

　

戦
国
・
安
土
桃
山
時
代
か
ら
江
戸
初
期
に
は
、

都
野
や
長
湯
、
竹
田
を
中
心
に
キ
リ
シ
タ
ン
信

仰
が
広
が
り
ま
し
た
。
往
時
を
し
の
ぶ
貴
重
な

資
料
の
展
示
と
郷
土
に
残
る
主
な
キ
リ
シ
タ
ン

史
跡
の
紹
介
を
通
し
て
、
キ
リ
シ
タ
ン
ゆ
か
り

の
地
、
竹
田
市
を
紹
介
す
る
展
示
会
で
す
。

奥
豊
後
と
南
画―

竹
田
・
直
入
・
竹
邨

　

９
月
20
日
㈯
～
11
月
16
日
㈰

　

新
収
蔵
の
田
能
村
竹
田
「
遊
覧
奇
勝
図
」
な

ど
、
竹
田
出
身
の
三
大
南
画
家
の
作
品
を
紹
介

し
ま
す
。

※
通
常
の
休
館
日
は
、
月
曜
日
（
祝
日
の
場
合

は
開
館
）
と
祝
日
の
翌
日
で
す
。

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
水
琴
館

☎
63
‐
２
２
０
０

竹
蔵 

Ｔ
Ａ
Ｋ
Ｅ
Ｔ
Ａ 

Ｇ
Ｒ
Ａ
Ｐ
Ｈ
Ｉ
Ｃ 

写
真
展

　

10
月
５
日
㈰
正
午
ま
で

　

竹
田
市
内
で
活
躍
す
る
写
真
団
体
「
竹
蔵
」。

テ
ー
マ
は
「
竹
田
」。
竹
田
の
風
景
、
人
物
等

を
撮
影
し
、
そ
れ
ぞ
れ
が
思
い
描
く
「
竹
田
」

の
写
真
を
展
示
。

第
23
回
竹
田
市
美
術
展

　

10
月
７
日
㈫
～
19
日
㈰

　

竹
田
市
在
住
の
美
術
を
愛
好
す
る
者
の
自
由

な
創
作
の
場
と
し
て
、
日
本
画
・
洋
画
・
版
画
・

工
芸
・
彫
刻
等
約
50
点
を
展
示
。

絵
画
・
陶
芸
三
人
展

　

10
月
21
日
㈫
午
後
～
11
月
３
日
㈪

　

竹
田
市
出
身
で
千
葉
県
在
住
の
光
風
会
会
友

の
工
藤
信
子
さ
ん
の
油
彩
画
15
点
と
一
水
会
会

友
の
早
川
和
さ
ん
の
油
彩
画
15
点
、
中
臣
窯
の

佐
藤
昭
次
さ
ん
の
陶
芸
10
点
を
展
示
。

※
通
常
の
休
館
日
は
、
月
曜
日
（
祝
日
の
場
合

は
開
館
）
と
祝
日
の
翌
日
で
す
。

　

10
月
５
日
㈰
午
後
は
、
展
示
替
え
の
た
め
休

館
し
ま
す
。
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10
月
の
お
知
ら
せ

催　

し

第
60
回
画
聖
田
能
村
竹
田
先
生
を

し
の
ぶ
美
術
祭

◇
作
品
展
示

　

期
間　

11
月
１
日
㈯
～
４
日
㈫

　

場
所　

竹
田
市
体
育
セ
ン
タ
ー

◇
表
彰
式

　

日
時　

11
月
３
日
㈪　

10
時
～

　

場
所　

竹
田
市
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

●
お
問
い
合
せ

　

生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
係

　

☎
63
‐
４
８
１
７

田
能
村
竹
田
１
７
４
年
祭

◇
遺
墨
展
（
竹
田
と
師
友
・
門
下
の
作
品
）

　

日
時　

11
月
１
日
㈯
～
３
日
㈪ 

９
時
～

　

場
所　

旧
竹
田
荘
画
聖
堂

　

入
場
料　

無
料

◇
茶
会

　

日
時　

11
月
２
日
㈰
～
３
日
㈪

　
　
　
　

９
時
～
15
時

　

場
所　

旧
竹
田
荘
母
屋

※
お
茶
券
（
１
、０
０
０
円
・
入
荘
料
含
）
が

必
要
に
な
り
ま
す

◇
献
茶
式

　

日
時　

11
月
３
日
㈪　

９
時
～

　

場
所　

旧
竹
田
荘
画
聖
堂

●
お
問
い
合
せ

　

㈶
田
能
村
竹
田
顕
彰
会　

事
務
局

　

☎
62
‐
２
５
２
９
（
足
達
）

月　

間

「
笑
顔
を
つ
な
ご
う　

街
づ
く
り

　
　
　

未
来
へ
つ
な
ご
う　

土
地
活
用
」

10
月
は
「
土
地
月
間
」、

１
日
は
「
土
地
の
日
」

◇
土
地
に
つ
い
て
の
４
つ
の
基
本
理
念
を
理
解

し
ま
し
ょ
う
。

１　

公
共
の
福
祉
が
優
先
し
ま
す
。

２　

計
画
に
従
っ
て
適
正
に
利
用
さ
れ
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

３　

投
機
的
な
土
地
取
引
は
い
け
ま
せ
ん
。

４　

利
益
に
応
じ
た
適
正
な
負
担
が
求
め
ら
れ

ま
す
。

◇
一
定
面
積
以
上
の
土
地
取
引
を
行
う
場
合
に

は
、
契
約
締
結
後
２
週
間
以
内
に
届
出
が
必

要
で
す
。

〈
届
出
者
〉

　

土
地
の
権
利
所
得
者
（
売
買
で
あ
れ
ば
買
主
）

〈
届
出
の
必
要
な
土
地
〉

・
市
街
化
区
域
内
２
、０
０
０
㎡
以
上

・
市
街
化
区
域
を
除
く
都
市
計
画
区
域
内

５
、０
０
０
㎡
以
上

・
そ
の
他
の
区
域
１
０
、０
０
０
㎡
以
上

〈
届
出
の
必
要
な
取
引
〉

　

売
買
、
交
換
、
営
業
譲
渡
、
譲
渡
担
保
、
代

物
弁
済
、
共
有
持
分
の
譲
渡
、
地
上
権
・
賃
借

権
の
設
定
・
譲
渡
、
予
約
完
結
権
、
買
戻
権
等

の
譲
渡
（
こ
れ
ら
の
取
引
の
予
約
で
あ
る
場
合

も
、
事
後
に
届
出
が
必
要
で
す
。
）

〈
届
出
書
類
〉

　

届
出
書
、
契
約
書
の
写
し
、
位
置
図
、
周
辺

状
況
図
、
形
状
図
（
字
図
等
）
を
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
せ
・
提
出
先

　

企
画
情
報
課
ま
ち
づ
く
り
推
進
係

　

☎
63
‐
４
８
０
１

税　

金

平
成
20
年
分

給
与
所
得
の
年
末
調
整
説
明
会

　

平
成
20
年
分
給
与
所
得
の
年
末
調
整
説
明
会

を
次
の
日
程
で
開
催
し
ま
す
。

日　

時

場　

所

対
象
者

11
月
11
日
㈫

14
時
～
15
時
30
分

竹
田
市
役
所

３
階
会
議
室

荻
・
久
住
・

直
入
地
域
の

源
泉
徴
収
者

11
月
12
日
㈬

10
時
～
11
時
30
分

〃

竹
田
地
域
の

源
泉
徴
収
者

11
月
12
日
㈬

14
時
～
15
時
30
分

〃

〃

●
お
問
い
合
せ

　

竹
田
税
務
署　

☎
63
‐
３
１
４
１

年　

金

国
民
年
金
保
険
料
は

　

き
ち
ん
と
納
め
ま
し
ょ
う

　

毎
月
の
国
民
年
金
保
険
料
は
、
翌
月
ま
で
に

納
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

納
め
忘
れ
が
あ
る
と
、
将
来
受
け
る
老
齢
基

礎
年
金
が
減
額
さ
れ
る
の
は
も
ち
ろ
ん
、
老
齢

基
礎
年
金
や
障
害
基
礎
年
金
、
遺
族
基
礎
年
金

が
支
給
さ
れ
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

国
民
年
金
保
険
料
は
納
付
期
限
ま
で
に
き
ち
ん

と
納
め
ま
し
ょ
う
。

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
郵
便
局
・
金
融
機
関

の
窓
口
の
ほ
か
に
、
口
座
振
替
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
で
も
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

控
除
証
明
書
を
お
送
り
し
ま
す

　

平
成
20
年
１
月
１
日
か
ら
10
月
１
日
ま
で

の
間
に
国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
た
方
を
対
象

に
、
11
月
上
旬
頃
（
予
定
）
社
会
保
険
業
務
セ

ン
タ
ー
か
ら
「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険

料
）
控
除
証
明
書
」
が
郵
送
さ
れ
ま
す
。

　

年
末
調
整
や
確
定
申
告
の
際
に
国
民
年
金
保

険
料
の
納
付
を
証
明
す
る
も
の
で
す
の
で
、
大

切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
せ

　

大
分
社
会
保
険
事
務
所

　

☎
０
９
７
‐
５
５
２
‐
１
２
１
１

ご
存
知
で
す
か
？　

国
民
年
金
基
金

　

国
民
年
金
基
金
は
、
老
齢
基
礎
年
金
に
上
乗

せ
す
る
公
的
な
制
度
で
す
。
国
民
年
金
基
金
で

ゆ
と
り
を
プ
ラ
ス
し
ま
せ
ん
か
？

　

詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
い
た

だ
け
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ

　

大
分
県
国
民
年
金
基
金

　

☎
０
１
２
０
‐
６
５
‐
４
１
９
２

　

http://w
w
w
.oitakikin.or.jp/
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竹
田
Ｉ
Ｓ
Ｍ
交
換
機
切
替
の
お
知
ら
せ

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
で
は
、
デ
ィ
ジ
タ
ル
ユ
ー
ザ

収
容
の
Ｉ
Ｓ
Ｍ
交
換
機
（
竹
田
Ｉ
Ｓ
Ｍ
‐
０
Ｂ
，

１
Ｂ
）
を
最
新
の
交
換
機
（
Ｍ
Ｈ
Ｎ
‐
Ｓ
）
へ

切
替
工
事
を
行
い
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
局
番
の
電
話
が
約
10
分
間

程
度
使
え
な
く
な
り
、
そ
の
間
は
緊
急
通
報

（
１
１
０
、
１
１
９
）
が
発
信
で
き
な
く
な
り

ま
す
。

日
時　

10
月
16
日
㈭　

午
前
２
時
10
分
～

対
象　

63
局
９
０
０
０
～
９
９
９
９

　
　
　

64
局
０
０
０
１
～
９
９
９
９

●
お
問
い
合
せ

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
大
分
支
店
１
１
３
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
１
２
０
‐
４
４
４
‐
１
１
３

検　

査

は
か
り
（
計
量
器
）
の
定
期
検
査

　

は
か
り
（
計
量
器
）
を
、
商
品
の
販
売
や
農

水
産
物
の
出
荷
・
販
売
、
薬
の
調
剤
や
健
康
診

断
、
診
療
等
に
使
用
さ
れ
て
い
る
方
は
、
２
年

ご
と
に
県
知
事
が
行
う
定
期
検
査
を
受
け
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

竹
田
市
で
は
、
10
月
22
日
か
ら
30
日
に
今
年

度
の
定
期
検
査
が
実
施
さ
れ
る
予
定
で
す
。
日

時
や
場
所
等
は
、
受
検
者
に
ハ
ガ
キ
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

　

ま
た
、
取
引
や
証
明
に
使
用
す
る
は
か
り
を

新
規
に
購
入
さ
れ
た
方
な
ど
で
今
ま
で
検
査
を

受
け
た
こ
と
の
な
い
方
、
ま
た
、
取
引
や
証
明

で
の
使
用
を
廃
止
さ
れ
た
方
は
10
月
８
日
㈬
ま

で
に
、
商
工
観
光
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
せ

・
商
工
観
光
課　

☎
63
‐
４
８
０
７

・
大
分
県
計
量
検
定
所

　

☎
０
９
７
‐
５
３
２
‐
８
３
０
７

保
健
衛
生

大
久
保
病
院　

地
域
公
開
講
座

　

大
久
保
病
院
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
を
対
象

と
し
た
講
演
及
び
意
見
交
換
を
行
う
地
域
公
開

講
座
を
行
い
ま
す
。

日
時　

10
月
18
日
㈯　

13
時
～
14
時
30
分

場
所　

大
久
保
病
院
１
Ｆ
ホ
ー
ル

講
演　

「
脳
卒
中
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
お

け
る
最
近
の
話
題―

い
か
に
し
て
脳
機
能
を

回
復
さ
せ
る
か―

」

講
師　

田
中　

信
行
先
生
（
前
鹿
児
島
大
学
病
院
長
）

●
お
問
い
合
せ

　

大
久
保
病
院
管
理
課

　

☎
64
‐
７
７
７
７
（
鍵
小
野
・
阿
南
）

無
料
健
康
チ
ェ
ッ
ク
を

　
　
　

し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

11
月
10
日
㈪
か
ら
16
日
㈰
は
「
全
国
糖
尿
病

週
間
」
で
す
。

　

大
分
県
糖
尿
病
療
養
指
導
士
会
で
は
、
体

脂
肪
や
血
糖
値
等
を
無
料
で
測
定
す
る
健
康

チ
ェ
ッ
ク
を
行
い
ま
す
。

日
時　

10
月
26
日
㈰　

10
時
～
14
時

場
所　

サ
ン
リ
ブ
竹
田
店
２
階
左
側
出
入
口

内
容　

身
長
・
体
重
測
定
、
血
圧
測
定
、
体
脂

肪
測
定
、
血
糖
値
測
定
、
お
薬
相
談
等

●
お
問
い
合
せ

　

大
分
県
糖
尿
病
療
養
指
導
士
会
県
南
支
部

　

☎
64
‐
９
０
０
０
（
井
田
）

環
境
衛
生

粗
大
ご
み
・
家
電
４
品
目
を
収
集
し
ま
す

　

日
常
の
家
庭
生
活
か
ら
出
る
粗
大
ご
み
を
収

集
し
ま
す
。

　

家
電
４
品
目
（
テ
レ
ビ
、
洗
濯
機
、
冷
蔵

庫
・
冷
凍
庫
、
エ
ア
コ
ン
（
家
庭
用
）
）
は
、

家
電
リ
サ
イ
ク
ル
券
（
有
料
）
と
粗
大
ご
み
収

集
料
、
運
搬
料
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
券
は
、
郵
便
局
で

お
求
め
く
だ
さ
い
。

収
集
料
金
（
一
個
に
つ
き
）

・
粗
大
ご
み　
　
　
　
５
０
０
円

・
家
電
４
品
目　

１
、５
０
０
円

申
込
先　

渡
辺
商
事　

☎
63
‐
３
６
５
３

申
込
期
間　

10
月
20
日
㈪
～
11
月
19
日
㈬

収
集
期
間　

11
月
４
日
㈫
～
28
日
㈮

●
お
問
い
合
せ

　

環
境
衛
生
課　

☎
63
‐
４
８
２
１

案　

内

児
童
・
生
徒
の
観
覧
料
の
免
除
に
つ
い
て

　

大
分
県
立
芸
術
会
館
が
主
催
す
る
「
企
画

展
」
ま
た
は
「
平
常
展
」
の
観
覧
に
つ
い
て
は
、

次
の
場
合
無
料
で
す
。

・
県
内
の
小
学
校
、
中
学
校
及
び
高
等
学
校
等

の
教
育
課
程
に
基
づ
く
教
育
活
動
と
し
て
の

観
覧
（
学
校
か
ら
の
申
込
み
が
必
要
）

・
土
曜
日
の
高
校
生
以
下
の
観
覧
（
小
学
生
は

名
札
等
を
、
中
学
生
・
高
校
生
は
生
徒
手
帳

等
を
受
付
に
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。
）

●
お
問
い
合
せ

　

大
分
県
立
芸
術
会
館
企
画
広
報
班

　

☎
０
９
７
‐
５
５
２
‐
０
０
７
７

　

http://geijutukaikan-b.oita-ed.jp/

　

紙
面
の
都
合
に
よ
り
、
内
容
等
に
つ
い
て

省
略
し
た
お
知
ら
せ
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く

は
、
各
お
問
い
合
せ
先
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

❸
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16 ㈭ ・秋の行政相談巡回相談 10:00 ～ 15:00（荻総合支所）
･NTT 西日本竹田 ISM 交換機切替 2:10 ～※☎ 63-9000 ～ 9999、64-0001 ～ 9999　・竹田温泉「花水月」休館日

17 ㈮ ・青少年の日　・第 62 回瀧廉太郎記念全日本高等学校声楽コンクール開会式 18:30 ～（竹田市文化会館）
・薬と健康の週間（23 日）

18 ㈯
・くじゅうの自然に感謝する日　・くじゅう山系一斉ボランテｨアの日（くじゅう連山一帯）　・第 4 回竹田市社会福祉推進大会 10:00 ～（竹田市総合社会福祉センター）　・全国一斉司法
書士無料法律相談会・土地・建物の表示登記無料相談 10:00 ～ 15:00（竹田分館）　・第 1 回竹田国際映画祭 12:00 ～ 22：30（直入総合支所大会議室）　・第 62 回瀧廉太郎記念全日本
高等学校声楽コンクール予選 13:00 ～（竹田市文化会館） ・大分県農林水産祭 “ おおいたみのりフェスタ ” 水産部門 9:30 ～（亀川漁港〔別府市〕）（～ 19 日）

19 ㈰ ・家庭の日　・食育の日　・防犯レディースグラウンドゴルフ大会 9:00 ～（荻福祉健康エリア）　・第 38 回久住高原祭り・第 7 回久住高原牛肉祭 10:00 ～ 15:00（南登山口特設会場）　・第 2 回ツール・ド・湯平
10:00 ～ 16:00（湯平温泉～ガンジーファーム）　・第 62 回瀧廉太郎記念全日本高等学校声楽コンクール本選 12:00 ～（竹田市文化会館）　・第 1 回竹田国際映画祭 13:00 ～ 20:30（直入総合支所大会議室）

20 ㈪ ・成牛市場 9:30 ～（豊肥市場）　・荻の里温泉休館日
・陽目の里名水茶屋休業日　・秋の行政相談週間（～ 26 日）

21 ㈫ ・おはなしのへや 10:30 ～（竹田市立図書館）

22 ㈬ ・大分竹田 食のかたち 旅のかたち展  ー竹田食育ツーリズム
中間報告会ー（むらさき草ほか）（～ 29 日）

23 ㈭ ・竹田温泉「花水月」休館日

24 ㈮ ・おも城サイトミュージアム 13:00 ～ ( 岡城跡駐車場 )
  ※要予約 : 文化財課☎ 63-4818

25 ㈯ ・第 28 回大分矯正展 9:30 ～ 16:00（大分刑務所庁舎前〔大分市〕）（～ 26 日）
・童謡と絵本の会 10:00 ～ 11:30（佐藤義美記念館「このこのおうち」）　・大分県畜産共進会（肉用牛の部）（別府公園〔別府市〕） ・大分県農林水産祭 “ おおいたみのりフェスタ ” 農 ･ 林業部門 9:30 ～（別府公園〔別府市〕）（～ 26 日）

26 ㈰ ・竹田市歩こう会「騎牟礼城址公園祭り」9:30JR 豊後竹田駅前集合（※ 1）　・騎牟礼城址公園祭り 10:00 ～（騎牟礼城址公園）　・無料健康チェック 10:00 ～ 14:00（サンリブ竹田店）
・第 15 回宮城地区敬老福祉大会 10:00 ～（宮城台小学校体育館）　・竹田ライオンズクラブ結成 45 周年（ライオネスクラブ結成 30 周年）記念式典 11:00 ～（グリーンヒルあんのん）

27 ㈪ ・荻の里温泉休館日　・陽目の里名水茶屋休業日

28 ㈫ ・竹田市中学校駅伝大会 8:30 ～（日本一のマラソン練習コース）
・消費生活相談 9:00 ～ 12:00（本庁商工観光課）

29 ㈬ ・ジョブカフェ相談会 13:00 ～ 16:00（竹田市文化会館）
・就職セミナー＆合同企業面接会 14:00 ～ 16:00（竹田市文化会館）

30 ㈭ ・竹田温泉「花水月」休館日

31 ㈮
月　間
その他

11 月 1 日㈯　・田能村竹田 174 年祭（旧竹田荘）（～ 3 日）　・第 60 回画聖田能村竹田先生をしのぶ美術祭（竹田市体育センター）（～４日） ・竹田養護学校「地域ふれあい作品展」（サンリブ竹田店）（～７日）
11 月 2 日㈰　・大分県畜産共進会（乳牛の部）（みどりの王国〔大分市〕）　・第 3 回トマト天国 in おぎ・第 29 回荻ふるさと祭り 9:00 ～ 16:00（荻公民館周辺）　
11 月 3 日㈪　・平成 20 年竹田市功労者表彰式（竹田市総合社会福祉センター） ・B&G 財団会長杯争奪直入少年剣道大会 9:00 ～ ( 竹田市 B&G 直入海洋センター体育館） ・土地月間 ・3R 推進月間 ・緑の募金（秋）（～ 10 月 31 日）

※健診等保健衛生に関する日程は、いきいきたけた情報カレンダーをご覧ください。　※1：お問い合せ　竹田市歩こう会（山本会長：☎ 62–2501）　※2：お問い
合せ　岡の里事業実行委員会（竹田創生館）☎ 62–4100　※心の悩み無料相談会に関するお問い合せはカウンセラーまで（野々下昇策　☎ 080–5274–3359）

1 ㈬ ・土地の日　・法の日
・「法の日」週間（10 月 1 日～ 7 日）

2 ㈭
3 ㈮ ・第 63 回国民体育大会「チャレンジ！おおいた国体」山岳競技（大分県立竹田高等学校）（～ 5 日）／ラグビーフットボール競技（竹田市総合運動公園）（5・7 日）

・竹田市愛育保健推進員会ジャンボかぼちゃ大会 10:30 ～ 12:30（荻福祉健康エリア屋内運動場）

4 ㈯ ・第 8 回中九州ジャンボかぼちゃ大会 9:00 ～ 17:00
 （道の駅「波野」〔熊本県阿蘇市〕）（～ 5 日） 

5 ㈰ ・古紙リサイクル週間（～ 11 日）

6 ㈪ ・荻の里温泉休館日　・陽目の里名水茶屋休業日

7 ㈫
・竹田市高齢者大学竹田学級 9:20 ～（竹田市文化会館） 
・おはなしのへや 10:30 ～（竹田市立図書館）
・荻の里温泉休館日・陽目の里名水茶屋臨時休業日

8 ㈬
・おはなし広場 10:30 ～（荻みらい館）　・おはなしルーム 13:20
～ 14:00（竹田幼稚園）・大分地方 ･ 家庭裁判所無料法律 ･ 人権相
談 9:30 ～ 11:00（大分文化会館〔大分市〕）

9 ㈭
・樋口久美子「仏画の世界」10:00～16:00（ムージカ・ガレリア・アラヤサーラ〔但馬屋新家2F〕）（～13日） 
・第4回竹田市交通安全市民大会14:00～（久住公民館サンホール） ・竹田混声合唱団 市民との
交流会14:00～（竹田市文化会館音楽室） ・竹田温泉「花水月」休館日

10 ㈮ ・目の愛護デー　・高齢者交流事業 10:00 ～（悠々居）　
・おも城サイトミュージアム 13:00 ～ ( 岡城跡駐車場 ) ※要予約 : 文化財課☎ 63-4818

11 ㈯ ・竹田市歩こう会「九石ドーム」6:30JR 豊後竹田駅前集合（※ 1） ・第 23 回広島杯駅伝・Jr. クロスカントリー大会 9:00 ～（日本一のマラソン練習コース） ・子牛市場 9:30 ～（豊肥市場） ・童謡と絵本の会 10:00
～ 11:30（佐藤義美記念館〔このこのおうち〕） ・城原井路土地改良区秋季水恩祭 12:00 ～（城原井路土地改良区） ・第 30 回大分県障がい者 ･ 児 “ 秋の交歓会 ”（大分スポーツ公園九州石油ドーム〔大分市〕ほか）

12 ㈰ ・第 51 回荻地域体育祭 9:00 ～（荻小学校グラウンド）
・宮処野神社秋季大祭 11:00 ～（宮処野神社）

13 ㈪ ・体育の日　・郷土の自然に親しみ植物を観察する会「くじゅう山系の紅葉を訪ねて」7:00 竹田市役所集合（※ 2）
・第 6 回久住地域さわやかスポーツ大会 9:00 ～（久住総合運動公園）　・市民体力テスト 14:00 ～（久住総合運動公園体育館）

14 ㈫ ・消費生活相談 9:00 ～ 12:00（本庁商工観光課）　・おはなしのへや 10:30 ～（竹田市立図書館）
・荻の里温泉休館日　・陽目の里名水茶屋休業日

15 ㈬ ・行政相談 10:00 ～ 12:00（竹田市総合社会福祉センター／直入総合支所） ・年金相談 10:00 ～ 15:00（竹田市高齢者いきいき交流センター） ・ブックスタート 13:30 ～（竹田市
総合社会福祉センター） ・人権学習学級 15:00 ～（竹田市役所） ・大分県行政書士会無料相談会 13:00 ～ 16:00（大分県行政書士会〔大分市〕） ・温泉療養文化館「御前湯」休館日

竹田市のこよみ10月2008年

※行政相談に関するお問い合せは、行政相談委員まで（小河晴義　☎ 62–3662、太田正一　☎ 68–2480、渡辺善照　☎ 77–2067、斉藤義昭　☎ 75–2692）

○ラグビーフットボール競技
　10月3日㈮・5日㈰・7日㈫　竹田市総合運動公園

○山岳競技
　10月3日㈮～5日㈰　大分県立竹田高等学校

○文化プログラム協賛事業「奥豊後とキリシタン展」
　9月20日㈯～11月16日㈰
　竹田市立歴史資料館

第63回国民体育大会

『まきおこせ
　　 竹田の風を  さわやかに』
『まきおこせ

　　 竹田の風を  さわやかに』

■日程　10月17日㈮～19日㈰　　■場所　竹田市文化会館大ホール
　　　・17日㈮　18:30～　開会式
　　　・18日㈯　13:00～　予　選　
　　　・19日㈰　12:00～　本　選
　　　　　　　　13:30～　ウィーン留学報告演奏会
　　　　　　　　  　　 　　昨年第１位　中川恵美里さん（熊本県）
　　　　　　　　  　　　　 昨年第２位　花房英里子さん（奈良県）
　　　　　　　　15:00～　表彰式（閉会式）

第62回瀧廉太郎記念全日本高等学校声楽コンクール

第１回竹田国際映画祭　上映スケジュール
12:00 ～　「幸せのちから」
　　　　　（アメリカ ,2006 年 , 監督：ガブリエレ・ムッチーノ）
　　　　　解説者：マイケル・ホームズ
14:45 ～　「恋風恋歌」
　　　　　（韓国 , 1998 年 , 監督：パク・テヨン）
　　　　　解説者：カン・キョンミ
17:15 ～　「恋する惑星」
　　　　　（香港 ,1994 年 , 監督：ウォン・カーウァイ）
　　　　　解説者：シェ・ジェンメイ
19:45 ～　「タイタンズを忘れない」
　　　　  （アメリカ ,2000 年 , 監督：ボアズ・イェーキン）
　　　　　解説者：スティーブン・ジェンセン

13:00 ～　「フル・モンティ」
　　　　　（イギリス ,1997 年 , 監督：ピーター・カッタネオ）
　　　　　解説者：ドロン・クレマ
15:30 ～　「クジラの島の少女」
　　　　　（ニュージーランド ,2002 年 , 監督：ニキ・カーロ）
　　　　　解説者：ピーター・クバツキ
18:00 ～　「マーサの幸せレシピ」
　　　　　（ドイツ ,2001 年 , 監督：サンドラ・ネットルベック）
　　　　　解説者：ゼンケ・グリュッツマハー

10
月
18
日
㈯

10
月
19
日
㈰

第８回全国障害者スポーツ大会
○各競技　10月11日㈯～13日㈪　大分市ほか
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16 ㈭ ・秋の行政相談巡回相談 10:00 ～ 15:00（荻総合支所）
･NTT 西日本竹田 ISM 交換機切替 2:10 ～※☎ 63-9000 ～ 9999、64-0001 ～ 9999　・竹田温泉「花水月」休館日

17 ㈮ ・青少年の日　・第 62 回瀧廉太郎記念全日本高等学校声楽コンクール開会式 18:30 ～（竹田市文化会館）
・薬と健康の週間（23 日）

18 ㈯
・くじゅうの自然に感謝する日　・くじゅう山系一斉ボランテｨアの日（くじゅう連山一帯）　・第 4 回竹田市社会福祉推進大会 10:00 ～（竹田市総合社会福祉センター）　・全国一斉司法
書士無料法律相談会・土地・建物の表示登記無料相談 10:00 ～ 15:00（竹田分館）　・第 1 回竹田国際映画祭 12:00 ～ 22：30（直入総合支所大会議室）　・第 62 回瀧廉太郎記念全日本
高等学校声楽コンクール予選 13:00 ～（竹田市文化会館） ・大分県農林水産祭 “ おおいたみのりフェスタ ” 水産部門 9:30 ～（亀川漁港〔別府市〕）（～ 19 日）

19 ㈰ ・家庭の日　・食育の日　・防犯レディースグラウンドゴルフ大会 9:00 ～（荻福祉健康エリア）　・第 38 回久住高原祭り・第 7 回久住高原牛肉祭 10:00 ～ 15:00（南登山口特設会場）　・第 2 回ツール・ド・湯平
10:00 ～ 16:00（湯平温泉～ガンジーファーム）　・第 62 回瀧廉太郎記念全日本高等学校声楽コンクール本選 12:00 ～（竹田市文化会館）　・第 1 回竹田国際映画祭 13:00 ～ 20:30（直入総合支所大会議室）

20 ㈪ ・成牛市場 9:30 ～（豊肥市場）　・荻の里温泉休館日
・陽目の里名水茶屋休業日　・秋の行政相談週間（～ 26 日）

21 ㈫ ・おはなしのへや 10:30 ～（竹田市立図書館）

22 ㈬ ・大分竹田 食のかたち 旅のかたち展  ー竹田食育ツーリズム
中間報告会ー（むらさき草ほか）（～ 29 日）

23 ㈭ ・竹田温泉「花水月」休館日

24 ㈮ ・おも城サイトミュージアム 13:00 ～ ( 岡城跡駐車場 )
  ※要予約 : 文化財課☎ 63-4818

25 ㈯ ・第 28 回大分矯正展 9:30 ～ 16:00（大分刑務所庁舎前〔大分市〕）（～ 26 日）
・童謡と絵本の会 10:00 ～ 11:30（佐藤義美記念館「このこのおうち」）　・大分県畜産共進会（肉用牛の部）（別府公園〔別府市〕） ・大分県農林水産祭 “ おおいたみのりフェスタ ” 農 ･ 林業部門 9:30 ～（別府公園〔別府市〕）（～ 26 日）

26 ㈰ ・竹田市歩こう会「騎牟礼城址公園祭り」9:30JR 豊後竹田駅前集合（※ 1）　・騎牟礼城址公園祭り 10:00 ～（騎牟礼城址公園）　・無料健康チェック 10:00 ～ 14:00（サンリブ竹田店）
・第 15 回宮城地区敬老福祉大会 10:00 ～（宮城台小学校体育館）　・竹田ライオンズクラブ結成 45 周年（ライオネスクラブ結成 30 周年）記念式典 11:00 ～（グリーンヒルあんのん）

27 ㈪ ・荻の里温泉休館日　・陽目の里名水茶屋休業日

28 ㈫ ・竹田市中学校駅伝大会 8:30 ～（日本一のマラソン練習コース）
・消費生活相談 9:00 ～ 12:00（本庁商工観光課）

29 ㈬ ・ジョブカフェ相談会 13:00 ～ 16:00（竹田市文化会館）
・就職セミナー＆合同企業面接会 14:00 ～ 16:00（竹田市文化会館）

30 ㈭ ・竹田温泉「花水月」休館日

31 ㈮
月　間
その他

11 月 1 日㈯　・田能村竹田 174 年祭（旧竹田荘）（～ 3 日）　・第 60 回画聖田能村竹田先生をしのぶ美術祭（竹田市体育センター）（～４日） ・竹田養護学校「地域ふれあい作品展」（サンリブ竹田店）（～７日）
11 月 2 日㈰　・大分県畜産共進会（乳牛の部）（みどりの王国〔大分市〕）　・第 3 回トマト天国 in おぎ・第 29 回荻ふるさと祭り 9:00 ～ 16:00（荻公民館周辺）　
11 月 3 日㈪　・平成 20 年竹田市功労者表彰式（竹田市総合社会福祉センター） ・B&G 財団会長杯争奪直入少年剣道大会 9:00 ～ ( 竹田市 B&G 直入海洋センター体育館） ・土地月間 ・3R 推進月間 ・緑の募金（秋）（～ 10 月 31 日）

※健診等保健衛生に関する日程は、いきいきたけた情報カレンダーをご覧ください。　※1：お問い合せ　竹田市歩こう会（山本会長：☎ 62–2501）　※2：お問い
合せ　岡の里事業実行委員会（竹田創生館）☎ 62–4100　※心の悩み無料相談会に関するお問い合せはカウンセラーまで（野々下昇策　☎ 080–5274–3359）

1 ㈬ ・土地の日　・法の日
・「法の日」週間（10 月 1 日～ 7 日）

2 ㈭
3 ㈮ ・第 63 回国民体育大会「チャレンジ！おおいた国体」山岳競技（大分県立竹田高等学校）（～ 5 日）／ラグビーフットボール競技（竹田市総合運動公園）（5・7 日）

・竹田市愛育保健推進員会ジャンボかぼちゃ大会 10:30 ～ 12:30（荻福祉健康エリア屋内運動場）

4 ㈯ ・第 8 回中九州ジャンボかぼちゃ大会 9:00 ～ 17:00
 （道の駅「波野」〔熊本県阿蘇市〕）（～ 5 日） 

5 ㈰ ・古紙リサイクル週間（～ 11 日）

6 ㈪ ・荻の里温泉休館日　・陽目の里名水茶屋休業日

7 ㈫
・竹田市高齢者大学竹田学級 9:20 ～（竹田市文化会館） 
・おはなしのへや 10:30 ～（竹田市立図書館）
・荻の里温泉休館日・陽目の里名水茶屋臨時休業日

8 ㈬
・おはなし広場 10:30 ～（荻みらい館）　・おはなしルーム 13:20
～ 14:00（竹田幼稚園）・大分地方 ･ 家庭裁判所無料法律 ･ 人権相
談 9:30 ～ 11:00（大分文化会館〔大分市〕）

9 ㈭
・樋口久美子「仏画の世界」10:00～16:00（ムージカ・ガレリア・アラヤサーラ〔但馬屋新家2F〕）（～13日） 
・第4回竹田市交通安全市民大会14:00～（久住公民館サンホール） ・竹田混声合唱団 市民との
交流会14:00～（竹田市文化会館音楽室） ・竹田温泉「花水月」休館日

10 ㈮ ・目の愛護デー　・高齢者交流事業 10:00 ～（悠々居）　
・おも城サイトミュージアム 13:00 ～ ( 岡城跡駐車場 ) ※要予約 : 文化財課☎ 63-4818

11 ㈯ ・竹田市歩こう会「九石ドーム」6:30JR 豊後竹田駅前集合（※ 1） ・第 23 回広島杯駅伝・Jr. クロスカントリー大会 9:00 ～（日本一のマラソン練習コース） ・子牛市場 9:30 ～（豊肥市場） ・童謡と絵本の会 10:00
～ 11:30（佐藤義美記念館〔このこのおうち〕） ・城原井路土地改良区秋季水恩祭 12:00 ～（城原井路土地改良区） ・第 30 回大分県障がい者 ･ 児 “ 秋の交歓会 ”（大分スポーツ公園九州石油ドーム〔大分市〕ほか）

12 ㈰ ・第 51 回荻地域体育祭 9:00 ～（荻小学校グラウンド）
・宮処野神社秋季大祭 11:00 ～（宮処野神社）

13 ㈪ ・体育の日　・郷土の自然に親しみ植物を観察する会「くじゅう山系の紅葉を訪ねて」7:00 竹田市役所集合（※ 2）
・第 6 回久住地域さわやかスポーツ大会 9:00 ～（久住総合運動公園）　・市民体力テスト 14:00 ～（久住総合運動公園体育館）

14 ㈫ ・消費生活相談 9:00 ～ 12:00（本庁商工観光課）　・おはなしのへや 10:30 ～（竹田市立図書館）
・荻の里温泉休館日　・陽目の里名水茶屋休業日

15 ㈬ ・行政相談 10:00 ～ 12:00（竹田市総合社会福祉センター／直入総合支所） ・年金相談 10:00 ～ 15:00（竹田市高齢者いきいき交流センター） ・ブックスタート 13:30 ～（竹田市
総合社会福祉センター） ・人権学習学級 15:00 ～（竹田市役所） ・大分県行政書士会無料相談会 13:00 ～ 16:00（大分県行政書士会〔大分市〕） ・温泉療養文化館「御前湯」休館日

竹田市のこよみ10月2008年

※行政相談に関するお問い合せは、行政相談委員まで（小河晴義　☎ 62–3662、太田正一　☎ 68–2480、渡辺善照　☎ 77–2067、斉藤義昭　☎ 75–2692）

○ラグビーフットボール競技
　10月3日㈮・5日㈰・7日㈫　竹田市総合運動公園

○山岳競技
　10月3日㈮～5日㈰　大分県立竹田高等学校

○文化プログラム協賛事業「奥豊後とキリシタン展」
　9月20日㈯～11月16日㈰
　竹田市立歴史資料館

第63回国民体育大会

『まきおこせ
　　 竹田の風を  さわやかに』
『まきおこせ

　　 竹田の風を  さわやかに』

■日程　10月17日㈮～19日㈰　　■場所　竹田市文化会館大ホール
　　　・17日㈮　18:30～　開会式
　　　・18日㈯　13:00～　予　選　
　　　・19日㈰　12:00～　本　選
　　　　　　　　13:30～　ウィーン留学報告演奏会
　　　　　　　　  　　 　　昨年第１位　中川恵美里さん（熊本県）
　　　　　　　　  　　　　 昨年第２位　花房英里子さん（奈良県）
　　　　　　　　15:00～　表彰式（閉会式）

第62回瀧廉太郎記念全日本高等学校声楽コンクール

第１回竹田国際映画祭　上映スケジュール
12:00 ～　「幸せのちから」
　　　　　（アメリカ ,2006 年 , 監督：ガブリエレ・ムッチーノ）
　　　　　解説者：マイケル・ホームズ
14:45 ～　「恋風恋歌」
　　　　　（韓国 , 1998 年 , 監督：パク・テヨン）
　　　　　解説者：カン・キョンミ
17:15 ～　「恋する惑星」
　　　　　（香港 ,1994 年 , 監督：ウォン・カーウァイ）
　　　　　解説者：シェ・ジェンメイ
19:45 ～　「タイタンズを忘れない」
　　　　  （アメリカ ,2000 年 , 監督：ボアズ・イェーキン）
　　　　　解説者：スティーブン・ジェンセン

13:00 ～　「フル・モンティ」
　　　　　（イギリス ,1997 年 , 監督：ピーター・カッタネオ）
　　　　　解説者：ドロン・クレマ
15:30 ～　「クジラの島の少女」
　　　　　（ニュージーランド ,2002 年 , 監督：ニキ・カーロ）
　　　　　解説者：ピーター・クバツキ
18:00 ～　「マーサの幸せレシピ」
　　　　　（ドイツ ,2001 年 , 監督：サンドラ・ネットルベック）
　　　　　解説者：ゼンケ・グリュッツマハー

10
月
18
日
㈯

10
月
19
日
㈰

第８回全国障害者スポーツ大会
○各競技　10月11日㈯～13日㈪　大分市ほか
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狩　

猟

初
心
者
狩
猟
講
習
会

　

狩
猟
免
許
試
験
を
受
験
さ
れ
る
方
は
、
初
心

者
狩
猟
講
習
会
の
受
講
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

　

網
猟
、
わ
な
猟
の
免
許
試
験
は
11
月
23
日
㈯

で
す
。

種
別　

網
猟
、
わ
な
猟

日
時　

11
月
９
日
㈰　

10
時
～
16
時
30
分

場
所　

新
日
鐵
研
修
所
「
攻
玉
寮
」（
大
分
市
）

内
容　

法
令
、
狩
猟
鳥
獣
の
判
別
、
猟
具
の
取

扱
い
、
実
技

受
講
料　

７
、０
０
０
円

受
付
期
間　

10
月
20
日
㈪
～
31
日
㈮

●
お
問
い
合
せ
・
申
込
み

　

竹
田
市
猟
友
会
事
務
局
（
竹
田
警
察
署
内
）

　

☎
63
‐
２
１
３
１
（
西
尾
）

講　

座

秋
季
哲
学
講
座

　
「
生
き
る
た
め
の
哲
学
入
門
」

　

哲
学
と
い
う
と
難
し
い
学
問
の
よ
う
で
す
が
、

茅
野
先
生
の
巧
み
な
お
話
で
、
興
味
深
く
哲
学

に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
る
歴
史
・
文
化
の
町

〝
竹
田
〟
に
ぴ
っ
た
り
の
知
的
文
化
講
座
で
す
。

　

秋
の
夜
長
は
、
竹
田
創
生
館
の
哲
学
講
座
へ

お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

日
時　

10
月
16
日
・
23
日
・
30
日

　
　
　

毎
週
木
曜
日　

19
時
～
20
時
30
分

場
所　

竹
田
創
生
館

講
師　

茅
野　

良
男
先
生

受
講
料　

１
、０
０
０
円（
３
日
間
・
資
料
代
含
）

●
お
問
い
合
せ
・
申
込
み

　

竹
田
創
生
館　

☎
62
‐
４
１
０
０

心
理
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
養
成
講
座

日
時　

毎
週
火
曜
日　

14
時
～
16
時

　
　
　

18
時
30
分
～
20
時
30
分

場
所　

竹
田
南
高
校
片
ヶ
瀬
校
舎

講
師　

㈶
日
本
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
・
セ
ン
タ
ー

お
よ
び
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
心
の
支
援
セ
ン
タ
ー
の

認
定
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

受
講
料

・
傾
聴
コ
ー
ス　
　
　
　

２
８
、０
０
０
円

　

全
12
回
。
資
料
代
含
む
。

・
専
門
コ
ー
ス　
　
　

１
８
０
、０
０
０
円

　

生
涯
学
習
（
最
低
72
回
）
。
体
験
的
な
学
習

を
継
続
し
て
行
い
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ
・
申
込
み

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
心
の
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
９
７
８
‐
32
‐
３
７
１
２

「
光
明
塾
」
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

　
「
光
明
塾
」
と
は
、
中
途
失
明
者
の
社
会
生

活
適
応
訓
練
を
行
う
塾
で
、
豊
肥
地
区
に
は
竹

田
教
室
が
開
講
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
塾
は
、
大
分
県
か
ら
大
分
県
盲
人
協
会

が
委
託
さ
れ
、
毎
月
１
回
実
施
し
て
い
る
も
の

で
、
受
講
料
は
無
料
で
す
。

　

点
字
指
導
、
感
覚
訓
練
や
歩
行
訓
練
、
盲
人

用
具
の
使
用
法
、
点
字
や
日
常
生
活
動
作
訓
練

等
を
行
い
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ

・
大
分
県
盲
人
協
会
事
務
局　

　

☎
０
９
７
‐
５
３
２
‐
８
４
５
０

・
竹
田
教
室
（
羽
田
野
）　

☎
75
‐
３
３
３
５

相　

談

秋
の
行
政
相
談
巡
回
相
談

日
時　

10
月
16
日
㈭　

10
時
～
15
時

場
所　

荻
総
合
支
所
厚
生
室

相
談
員　

小
河
晴
義
、
太
田
正
一
、
斉
藤
義
昭
、

渡
辺 

善
照

●
お
問
い
合
せ

　

総
務
課
総
務
係　

☎
63
‐
４
８
０
０

全
国
一
斉
司
法
書
士
無
料
法
律
相
談
会

　

登
記
や
供
託
、
訴
訟
手
続
等
で
お
悩
み
の
方
、

お
気
軽
に
司
法
書
士
無
料
法
律
相
談
会
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

日
時　

10
月
18
日
㈯　

10
時
～
15
時

場
所　

竹
田
分
館

相
談
員　

大
分
県
司
法
書
士
会
会
員

●
お
問
い
合
せ

　

大
分
県
司
法
書
士
会
竹
田
支
部

　

☎
63
‐
２
２
１
６

土
地
・
建
物
の
表
示
登
記
無
料
相
談

　

大
分
県
土
地
家
屋
調
査
士
会
で
は
、
土
地
・

建
物
の
表
示
登
記
や
土
地
境
界
の
調
査
・
測
量
、

土
地
筆
界
の
問
題
等
に
つ
い
て
、
無
料
相
談
所

を
開
設
し
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

日
時　

10
月
18
日
㈯　

10
時
～
15
時

場
所　

竹
田
分
館

相
談
員　

大
分
県
土
地
家
屋
調
査
士
会
会
員

●
お
問
い
合
せ

・
大
分
県
土
地
家
屋
調
査
士
会

　

☎
０
９
７
‐
５
３
２
‐
７
７
０
９

・
大
分
県
土
地
家
屋
調
査
士
会
竹
田
支
部

　

☎
63
‐
１
０
７
５

悩
ま
ず　

ど
ん
と
こ
い
労
働
相
談
週
間

　

労
働
者
と
使
用
者
と
の
間
の
労
働
問
題
に
係

る
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い
て
、
大
分
県
労
働
委
員
会

が
公
正
・
中
立
な
立
場
で
相
談
を
受
け
、
無
料

で
迅
速
な
解
決
を
図
り
ま
す
。

日
時　

10
月
20
日
㈪
～
24
日
㈮

　

９
時
～
20
時
（
来
所
の
場
合
は
17
時
ま
で
）

相
談
方
法

・
来
所　

労
働
委
員
会
（
県
庁
舎
７
階
）

・
電
話　

☎
０
９
７
‐
５
３
６
‐
３
６
５
０

・
フ
ァ
ッ
ク
ス　

☎
０
９
７
‐
５
０
６
‐
１
７
８
８

●
お
問
い
合
せ

　

大
分
県
労
働
委
員
会
事
務
局

　

☎
０
９
７
‐
５
０
６
‐
５
２
４
１

ご
存
じ
で
す
か
？

「
地
域
総
合
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
」

　

高
齢
者
、
子
育
て
、
虐
待
、
障
が
い
等
に
関

す
る
相
談
が
地
域
総
合
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
で

で
き
ま
す
。

　

荻
・
久
住
・
直
入
の
各
地
域
に
従
来
か
ら
あ
っ

た
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
が
、
名
称
を
変
更

し
、
新
し
く
子
育
て
、
障
が
い
も
加
え
て
総
合

的
に
相
談
が
で
き
る
地
域
総
合
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー
に
な
り
ま
し
た
。

　

ど
ん
な
些
細
な
こ
と
で
も
専
門
の
相
談
員
が

丁
寧
に
ご
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　

自
分
一
人
で
悩
ま
ず
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

竹
田
市
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
63
‐
３
６
６
８

　

竹
田
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
64
‐
０
３
１
０

　

荻
地
域
総
合
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
68
‐
３
３
０
２

　

久
住
地
域
総
合
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
76
‐
１
５
２
６

　

直
入
地
域
総
合
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
75
‐
２
２
２
８

※
竹
田
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
高
齢
者

及
び
虐
待
の
相
談
と
な
り
ま
す
。

福　

祉

第
８
回
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

大
分
県
選
手
団
を
応
援
し
よ
う
！

　

10
月
11
日
か
ら
13
日
に
大
分
県
内
で
第
８
回

全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
！
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お
お
い
た
大
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

大
分
県
選
手
の
皆
さ
ん
が
、
も
う
一
歩
頑

張
っ
て
良
い
成
績
を
出
す
た
め
に
は
、
皆
さ
ん

の
応
援
が
必
要
で
す
。
ぜ
ひ
、
選
手
の
皆
さ
ん

を
応
援
に
行
き
ま
し
ょ
う
！

　

ま
た
、
大
分
県
障
が
い
者
体
育
協
会
で
は
、

大
分
県
選
手
団
応
援
誌
『
Ｃ
ｈ
ａ
ｌ
ｌ
ｅ
ｎ
ｇ

ｅ
!!
』
を
作
成
し
て
い
ま
す
。
福
祉
事
務
所
、

各
総
合
支
所
市
民
生
活
課
、
大
分
県
障
が
い
者

体
育
協
会
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
大
分
県
障
が
い
者
体
育
協
会
の
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
で
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ

　

大
分
県
障
が
い
者
体
育
協
会

　

☎
０
９
７
‐
５
３
３
‐
６
０
０
６

　

http://w
w
w
.oita-syoutaikyo.org

第
４
回
竹
田
市
社
会
福
祉
推
進
大
会

日
時　

10
月
18
日
㈯　

10
時
～

場
所　

竹
田
市
総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
容　

式
典
（
表
彰
等
）、
発
表
、
講
演

講
師　

廣
道　

純
さ
ん

　
　
　
（
北
京
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
日
本
代
表
）

●
お
問
い
合
せ

　

福
祉
事
務
所
管
理
係　
　

☎
63
‐
４
８
１
１

　

竹
田
市
社
会
福
祉
協
議
会　

☎
63
‐
１
５
４
４

募　

集

第
４
回
歳
末
助
け
合
い

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
シ
ョ
ー
出
演
者
募
集

日
時　

12
月
６
日
㈯

　
　
　

昼
の
部
11
時
～　

夜
の
部
16
時
～

場
所　

竹
田
市
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

出
演
資
格　

市
内
に
住
所
を
有
す
る
人
、
ま

た
は
市
内
に
勤
務
す
る
人
で
構
成
す
る
団

体
・
グ
ル
ー
プ
ま
た
は
個
人
と
し
、
危
険
を

伴
う
内
容
、
公
序
良
俗
に
反
す
る
も
の
で
な

い
こ
と
。

　
　

団
体
出
演
は
１
団
体
１
種
目
。
舞
踊
に
つ

い
て
は
１
会
派
１
種
目
と
し
、
指
導
免
許
を

有
す
る
人
が
必
ず
出
演
す
る
こ
と
。

　
　

出
演
者
の
諸
経
費
、
出
演
料
、
交
通
費
、

出
演
に
必
要
な
諸
経
費
及
び
物
品
な
ど
は
、

す
べ
て
出
演
者
側
の
負
担
と
し
ま
す
。

出
演
時
間　

舞
踊
５
分
以
内
、
寸
劇
20
分
以
内
、

そ
の
他
10
分
以
内

締
切
り　

10
月
31
日
㈮
ま
で

※
申
込
み
が
多
い
場
合
は
調
整
を
し
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ
・
申
込
み

・
竹
田
市
社
会
福
祉
協
議
会

☎
63
‐
１
５
４
４

・　
　
　
　

〃　
　
　
　
　

荻
支
所

☎
68
‐
３
０
５
０

・　
　
　
　

〃　
　
　
　
　

久
住
支
所

☎
64
‐
３
８
２
３

・　
　
　
　

〃　
　
　
　
　

直
入
支
所

　

☎
75
‐
２
２
１
６

ふ
る
さ
と
再
発
見
の
旅

 '08

戦
跡
田
原
坂
を
訪
ね
竹
田
を
考
え
る
旅

　

竹
田
も
戦
場
と
な
っ
た
最
後
の
内
戦
「
西
南

戦
争
」。
熊
本
城
か
ら
田
原
坂
を
訪
ね
ま
す
。

日
時　

10
月
30
日
㈭　

８
時
20
分

場
所　

竹
田
ド
ラ
イ
ブ
イ
ン
集
合

　

集
合
場
所
の
竹
田
ド
ラ
イ
ブ
イ
ン
ま
で
は
次

の
と
お
り
送
迎
し
ま
す
。
お
申
し
込
み
の
際
に

乗
車
場
所
を
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

①
直
入
総
合
支
所
（
７
時
10
分
）
↓
都
野
（
７

時
20
分
）
↓
久
住
総
合
支
所
（
７
時
30
分
）

↓
道
の
駅
「
竹
田
」
（
７
時
40
分
）
↓
旧
竹

田
商
業
高
校
前
（
７
時
45
分
）
↓
竹
田
ド
ラ

イ
ブ
イ
ン
（
８
時
10
分
）

②
竹
田
温
泉
「
花
水
月
」
（
７
時
40
分
）
↓
玉

来
（
旧
道
側
サ
ン
リ
ブ
前
）（
７
時
45
分
）

↓
松
本
（
７
時
50
分
）
↓
竹
田
ド
ラ
イ
ブ
イ

ン
（
８
時
10
分
）

定
員　

80
名
（
定
員
に
達
し
次
第
締
切
り
）

参
加
料　

４
、８
０
０
円

　
　
　
　
（
バ
ス
・
弁
当
代
・
入
館
料
含
）

※
参
加
費
は
当
日
集
金
い
た
し
ま
す
の
で
、
お

つ
り
の
な
い
よ
う
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
せ
・
お
申
込
み

　

戦
跡
「
田
原
坂
」
を
訪
ね
竹
田
を
考
え
る
旅

　

実
行
委
員
会
（
竹
田
観
光
協
会
）

　

☎
63
‐
２
６
３
８

労　

働

58
歳
か
ら
60
歳
代
ま
で
の
方
の

警
備
関
連
技
能
講
習
会

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、
豊
後
大
野

市
・
竹
田
市
在
住
の
健
康
で
就
職
意
欲
の
あ
る

高
年
齢
者
の
方
を
対
象
に
、
警
備
関
連
技
能
講

習
会
を
開
催
し
ま
す
。

期
間　

11
月
18
日
㈫
～
12
月
３
日
㈬

場
所　

エ
イ
ト
ピ
ア
お
お
の
（
豊
後
大
野
市
）

対
象
者　

11
月
18
日
現
在
、
58
歳
以
上
60
歳

代
ま
で
の
方
で
全
日
程
受
講
で
き
、
終
了
後
、

警
備
関
連
業
務
に
就
職
（
業
）
可
能
な
方
。

定
員　

20
名

受
講
料　

無
料

申
込
方
法　

豊
肥
地
域
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
豊
後
大
野
に
備
え
て

あ
る
申
込
書
を
最
寄
り
の
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
に
送
付
く
だ
さ
い
。

申
込
期
間　

10
月
２
日
㈭
～
11
月
11
日
㈫

●
お
問
い
合
せ

・
㈳
大
分
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会

　

☎
０
９
７
‐
５
４
０
‐
６
３
１
３

・
㈳
豊
肥
地
域
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
９
７
４
‐
22
‐
７
８
７
７
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試　

験

大
分
県
国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会

　
　
　
　
　
　
　
　

職
員
採
用
試
験

　

大
分
県
国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会
で
は
、

平
成
21
年
４
月
１
日
か
ら
当
事
務
局
に
勤
務

し
、
診
療
報
酬
審
査
支
払
事
務
及
び
一
般
事
務

に
従
事
す
る
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

受
験
資
格　

４
年
制
大
学
・
短
期
大
学
及
び
高

等
学
校
卒
業
ま
た
は
卒
業
見
込
み
の
者
で
、

昭
和
58
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
者
。

試
験
日　

11
月
30
日
㈰

受
付
期
間　

10
月
６
日
㈪
～
11
月
７
日
㈮

●
お
問
い
合
せ

　

大
分
県
国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会
総
務
課

　

☎
０
９
７
‐
５
３
４
‐
８
４
７
０

求　

人

◇
清
掃
員
１
人
10
・
７
～
11
・
５
万
（
竹
）
◇

中
型
ト
ラ
ッ
ク
運
転
手
１
人
18
～
22
万
（
荻
）

◇
介
護
職
３
人
12
・
１
～
17
・
７
万
（
竹
）
◇

正
看
護
師
２
人
21
・
６
～
21
・
９
万
（
竹
）
◇

介
護
支
援
専
門
員
１
人
19
・
７
万
（
竹
）
◇
電

気
通
信
工
事
３
人
17
・
６
万
（
竹
）
◇
印
刷
作

業
員
１
人
11
・
５
～
12
・
９
万
（
竹
）
◇
実
演

販
売
員
２
人
14
万
（
竹
）
◇
接
客
係
１
人
14
・

４
万
（
竹
）
◇
調
理
師
ま
た
は
調
理
師
見
習
１

人
16
～
32
万
（
竹
）
◇
土
木
作
業
員
１
人
16
・

１
～
27
・
６
万
（
久
）
◇
パ
ン
の
製
造
・
販

売
１
人
12
・
８
万
（
竹
）
◇
運
転
手
１
人
17
・

６
万
（
久
）
◇
経
理
事
務
ス
タ
ッ
フ
１
人
15
万

（
直
）
◇
洋
食
調
理
員
２
人
15
～
25
万
（
久
）

《
パ
ー
ト
求
人
（
時
給
）》

◇
調
剤
薬
局
事
務
１
人
６
５
０
～
７
５
０
円

（
竹
）
◇
接
客
販
売
係
１
人
６
３
０
円
（
竹
）

◇
介
護
福
祉
士
１
人
８
８
０
円
（
竹
）
◇
看
護

助
手
１
人
６
３
０
～
６
５
０
円
（
直
）
◇
店
員

１
人
６
５
０
～
７
０
０
円
（
久
）
◇
縫
製
作
業

３
人
６
２
１
～
７
０
０
円
（
竹
）
◇
給
食
調
理

員
１
人
６
２
０
～
７
０
０
円
（
竹
）
◇
ホ
ー
ム

ヘ
ル
パ
ー
１
人
１
、２
０
０
～
１
、４
５
０
円

（
竹
）
◇
掃
除
洗
い
場
１
人
６
２
０
～
７
０
０

円
（
竹
）

　

会
社
等
を
訪
問
さ
れ
る
方
は
、
必
ず
相
談
室

の
窓
口
で
紹
介
状
を
も
ら
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
（
竹
）
は
竹
田
地
域
、（
荻
）
は
荻
地
域
、（
久
）

は
久
住
地
域
、（
直
）は
直
入
地
域
の
求
人
で
す
。

●
お
問
い
合
せ　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
豊
後
大
野

　

竹
田
職
業
相
談
室　

☎
63
‐
１
１
０
１

小児科外来休日当番医院

歯 科 休 日 当 番 医 院

当  番  日 医　療　機　関 電話番号

10月４日㈯ 竹田医師会病院 63-3241
みやわき小児科 0974-24-0230

　　５日㈰ 大分県立三重病院 0974-22-7700

　　11日㈯ 竹田医師会病院 63-3241
みやわき小児科 0974-24-0230

　　12日㈰ 公立おがた総合病院 0974-42-3121
　　13日㈪ 公立おがた総合病院 0974-42-3121

　　18日㈯ 竹田医師会病院 63-3241
みやわき小児科 0974-24-0230

　　19日㈰ 大分県立三重病院 0974-22-7700

　　25日㈯ 竹田医師会病院 63-3241
みやわき小児科 0974-24-0230

　　26日㈰ みやわき小児科 0974-24-0230

11月１日㈯ 竹田医師会病院 63-3241
みやわき小児科 0974-24-0230

　　２日㈰ 公立おがた総合病院 0974-42-3121
　　３日㈪ 大分県立三重病院 0974-22-7700

　受付時間　8:30～11:30　診療時間　9:00～12:00 
※土曜日については、上記当番医以外にも小児科診療を行って

いるところがあります。
○竹 田 医 師 会 病 院　http://www16.ocn.ne.jp/~taketais/
○公立おがた総合病院　http://ogatahp.ddo.jp/
○み や わ き 小 児 科　http://www.miyawaki-kodomo.com/
○大分県立三重病院　http://www.oita-miebyo.jp/
○豊　肥　保　健　所　http://www.pref.oita.jp/12086/

当  番  日 医　療　機　関 電話番号
10月５日㈰ 高山歯科医院（殿町） 63-2561
　　12日㈰ 竹下歯科医院（慶順町） 62-2662
　　13日㈪ 竹田市荻歯科診療所（桜町南） 68-3263
　　19日㈰ 竹田市荻歯科診療所（桜町南） 68-3263
　　26日㈫ 藤井歯科医院（上本町） 63-3048
11月２日㈰ ふじさわ歯科医院（浦町） 64-1118
　　３日㈪ 竹田市荻歯科診療所（桜町南） 68-3263

※受付可能な時間帯は異なりますので、診療時間をご確認の
上、受診してください。
○大分県歯科医師会　☎097-545-3151　
　http://www.oita-dental-a.or.jp/index.html
受診時の注意点
　当番病院は、やむを得ず変更になる場合があります。受診
される場合は、あらかじめ当番病院または竹田市消防署（☎
63-0119）にお電話で確認されるようお願いします。
　また、院外薬局が休みの場合は、あらかじめ用意された約束
処方となることがありますのでご了承ください。




